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「
富
川
大
塊
書
屏
風
」
一
双

富
川
大
塊
は
一
七
九
九
年
（
寛
政
十
一
年
）
栃
尾
敦
賀
屋
に
生
ま

れ
、
幼
名
を
丑
太
郎
、
名
字
は
大
橋
で
し
た
が
、
十
歳
で
富
川
家
の

養
子
と
な
り
富
川
の
姓
を
名
乗
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
屏
風
は
、
最
も
筆
力
が
充
実
し
た
と
い
わ
れ
る
大
塊
晩
年
五
十

二
歳
の
作
で
、
墨
痕
淋
漓
と
し
て
用
筆
の
確
か
さ
、
運
筆
の
妙
な
ど
、

り

ん

り

躍
動
し
変
化
に
富
ん
だ
自
由
潤
達
で
大
字
行
書
の
筆
法
を
極
め
た
逸

品
で
す
。

縦

五
〇
・
六
セ
ン
チ

横

一
三
三
・
六
セ
ン
チ

夢

熱

五

更

天

幾

杵

鐘

聲

敲

不

破

（
夢
は
熱
す

五
更
の
天

幾
杵
の
鐘
声

敲
け
ど
も
破
れ
ず
）

た
た

「
辛
亥
花
月
大
塊
處
士
」

神

遊

三

寳

地

半

山

雲

影

去

無

踪

（
神
は
遊
ぶ

三
宝
の
地

半
山
の
雲
影

去
り
て
踪
無
し
）

あ
と

「
書
於
清
瀧
精
舎
大
塊
」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の
文
化

財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（文
化
セ
ン
タ
ー
内

‐２
０
２
０
）
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30

と
ち
お
の
文
化
財
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所
在
地

栃
尾
市
美
術
館

所
有
者

栃
尾
市

管
理
者

栃
尾
市
美
術
館

指
定
年
月
日

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森
館 ふるさと交流広場
日 道 院 高 原
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。

毎週火曜日
毎週火曜日
毎週水曜日



と
ち
お
祭
の
開
始
を
祝
う
市
内
保

育
園
児
の
太
鼓
や
鼓
笛
で
ス
タ
ー
ト

し
た
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」

に
は
、
園
児
の
ほ
か
小
中
学
生
な
ど

十
団
体
、
四
百
七
十
四
人
が
参
加
。

中
央
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
周
り
に

は
、
出
演
す
る
わ
が
子
を
カ
メ
ラ
や

ビ
デ
オ
に
納
め
よ
う
と
保
護
者
な
ど

が
大
勢
つ
め
か
け
、
子
ど
も
た
ち
の

演
技
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

23日

栃尾東小学校６年生70人のトランペット鼓笛隊が
｢こんにちはトランペット｣と校歌を演奏

栃尾南小学校５年生52人が｢若草第一太鼓｣｢若草ばや
し｣を、６年生53人が｢若草の息吹｣を力強く演奏

刈谷田中学校吹奏楽部員41人による｢サザンオール
スターズ・ヒットメドレー｣ほか

3
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秋葉中学校吹奏楽部員45人によるＳＭＡＰ(スマッ
プ)の｢世界にひとつだけの花｣ほか

双葉保育園の３歳児、４歳児、５歳児
による｢銀河鉄道９９９｣ほか

芳香稚草園の年長児20人による｢ほとけ
の童(こ)｣を心を一つにして演奏

みどり学童クラブに所属する15人
が創作太鼓｢風夏(ふうか)｣を披露

栃
尾
の
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
と
ち

お
祭
」
が
、
八
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
四
日
の
三
日
間
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
の
祭
り
は
、
二
十
二
日
の
前

夜
祭
に
み
こ
し
渡
御
。
二
十
三
日
は

と
ぎ
ょ

午
後
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

と
て
ま
り
み
こ
し
タ
イ
ム
レ
ー
ス
、

夜
の
大
民
踊
流
し
。
二
十
四
日
の
仁

和
賀
行
進
、
樽
み
こ
し
綱
引
き
大
会

と
続
き
、
沿
道
は
大
勢
の
市
民
と
観

光
客
た
ち
で
大
に
ぎ
わ
い
。
見
物
に

訪
れ
た
人
や
参
加
し
た
人
た
ち
は
、

三
日
間
の
夏
祭
を
楽
し
み
ま
し
た
。

祭
り
の
最
後
を
飾
っ
た
大
花
火
大

会
は
、
二
十
四
日
午
後
七
時
三
十
分
、

栄
町
の
高
台
「
鳩
峰
」
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
、
色
と
り
ど
り
の
光
と
音
で

大
勢
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

み

こ

し

渡

御

と
ち
お
祭
の
前
夜
祭

「
み
こ
し
渡
御
」
は
、

午
後
七
時
四
十
五
分
に

谷
内
二
丁
目
を
ス
タ
ー

ト
。
長
岡
、
三
島
、
三

条
な
ど
市
外
の
団
体
が

応
援
に
駆
け
つ
け
、
神

輿
、
ま
と
い
・
万
灯
、

神
楽
な
ど
七
基
、
総
勢

約
三
百
人
が
大
布
橋
手

前
の
舞
込
み
会
場
ま
で

勇
壮
に
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。
沿
道
の
観
客
か

ら
は
、
大
き
な
声
援
と

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

沿道から大きな声援を受けた金
町御燈篭(手前)と東町神楽(奥)

謙秋會を中心に市外から応援
に来た仲間たちと総勢100人
で参加した秋葉神輿

てまりみこしタイムレースに参加した旭町消防団。真剣に
走るチーム、衣装で笑いを取るチームなどさまざま

2
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22日



大野町区…今年４月７日はアトム誕生の日。アトムとと
もに10万馬力の力と笑顔で祭は最高潮（アイディア賞）

東町区…家内安全・無病息災・交通安全を願い「東町神
楽(あずまちょうかぐら)」を披露（ハッスル賞）

平区…年々重量を増す「平成大神輿」。今年は２人の美
少女を乗せ登場（ハッスル賞）

市
役
所
…
今
年
も
息
の
あ
っ
た
「
相
川
音

頭
」
を
披
露
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
）

本
町
区
…
俺
た
ち
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ

ズ
」
で
〜
す
（
大
受
け
賞
）

金
沢
区
…
子
ど
も
た
ち
も
腰
を
下
げ
「
阿

波
踊
り
」
を
披
露
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
）

|||||広報とちお15.9.5|||||

谷内２丁目区…子どもたちもお姉さんたちを
真似て決めポーズ（ハッスル賞）

旭町区…タマちゃんと｢モーニング娘｡｣の｢ひょっこりひ
ょうたん島｣の歌に合わせ「進め～」（ハッスル賞）

谷内１丁目区…鳴子の軽快なリズムに乗って、子ども
から大人まで「よさこいソーラン」（大受け賞）

個
？
が
落
ち
観
衆
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
ハ
ッ
ス
ル
賞
）

4

仲
子
町
区
…
仲
子
出
雲
様
を
祀
っ
た
初
の
「
ミ
ニ
だ
ん
じ
り
」
。

ま
つ

ほ
か
に
婦
人
部
が
「
守
門
小
唄
」
を
披
露
（
ハ
ッ
ス
ル
賞
）

原町区…今年は 笑 をテーマに｢原町･なんでだろう･SOHRAN･"ゲッツ!!"｣。初お披露目の" "
神輿は同区で大工を営む酒井正幸さんが３年の歳月をかけ製作したもの（大受け賞）
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今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き

刈
谷
田
中
学
校
の
生
徒
が
、

と
ち
お
祭
終
了
後
の
二
十
五

日
早
朝
、
メ
イ
ン
会
場
と
な

っ
た
中
央
公
園
や
花
火
の
見

物
会
場
と
な
っ
た
栃
尾
東
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
ご

み
を
拾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
校
生
徒
会
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
子
供
の
部
が
新
た
に
設

け
ら
れ
、
男
子
の
部
に
十
六
チ
ー
ム
、

女
子
の
部
に
五
チ
ー
ム
、
子
供
の
部

に
三
チ
ー
ム
が
参
加
。
応
援
席
か
ら

「
ガ
ン
バ
ッ
テ
！
」
と
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
る
度
に
、
選
手
た
ち
は
歯

を
食
い
し
ば
り
こ
ん
身
の
力
で
綱
を

引
っ
張
っ
て
い
ま
し
た
。

刈
谷
田
中
学
校
の
生
徒
が

と
ち
お
祭
の
会
場
を
清
掃

全日本樽みこし綱引き大会 24日
男
子
の
部

優
勝

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｂ
Ｅ
Ｎ

風
神

女
子
の
部

優
勝

天
下
島
レ
デ
ィ
ー
ス

子
供
の
部

優
勝

栃
堀
っ
子
１
０
０
％

山田町有志会の皆さん 滝の下町区の皆さん

上の原町区の皆さん

▲女子の部の決勝戦 ▼男子の部の決勝戦

花火の見物会場のごみ拾いをする
刈谷田中学校生徒

て
ま
り
み
こ
し
タ
イ
ム
レ
ー
ス

八
人
で
み
こ
し
を
担
ぎ
約
二
百

メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ム
を
競
う
「
て

ま
り
み
こ
し
タ
イ
ム
レ
ー
ス
」
に

七
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

年
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
日
ご
ろ
か

ら
野
球
を
楽
し
む
仲
間
た
ち
で
構

成
さ
れ
た
パ
イ
レ
ー
ツ
。

こ
の
レ
ー
ス
は
、
ゴ
ー
ル
手
前

で
力
尽
き
倒
れ
て
し
ま
う
選
手
が

い
る
ほ
ど
過
酷
な
も
の
で
す
。
し

か
し
中
に
は
、
消
防
服
や
カ
ツ
ラ

を
被
り
出
場
す
る
人
が
い
た
り
と

沿
道
の
観
衆
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

大 民 踊 流 し

優
勝
し
た
パ
イ
レ
ー
ツ
。
素
速
く

み
こ
し
を
持
ち
上
げ
ス
タ
ー
ト

地
元
商
店
街
の
人
の
出
場
で
、

観
衆
か
ら
は
い
っ
そ
う
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た

今年も大会を盛り上げた商業青年部

23日

23日

午後７時にスタートした大民踊流しには、仮装や民族衣装を
着た人など32団体1,346人に、一般の飛び入りが加わり約1,500
人が参加。今年からコースを滝の下町と谷内１丁目の間に改め
実施したところ、栃尾甚句の囃子や参加者の大きなかけ声に誘
われて大勢の見物客が集まり谷内通りはにぎわいました。(表紙)

北
荷
頃
婦
人
部
の
皆
さ
ん

表
町
区
で
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

く
栃
尾
甚
句
保
存

会
の
女
性

6
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生徒200人、保護者など50人で参加した秋葉中学校



も
し
、
あ
な
た
の
土
地
に
廃
棄
物

を
捨
て
ら
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

廃
棄
物
を
捨
て
る
こ
と
は
法
律
で

固
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、

不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う

他
人
の
土
地
に
捨
て
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
し
、
自
分
の
土
地
だ
か
ら
と

い
っ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

例
え
ば
、
家
庭
ご
み
な
ど
の
一
般

廃
棄
物
を
捨
て
た
場
合
は
、
五
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

美
し
い
栃
尾
の
自
然
環
境
を
守
る

た
め
、
ご
み
の
不
法
投
棄
は
や
め
、

適
正
処
理
に
協
力
く
だ
さ
い
。

市
外
に
通
じ
る
幹
線
道
路
の
沿
道

に
、
弁
当
の
空
箱
、
飲
料
水
の
空
き

缶
や
空
き
び
ん
、
雑
誌
な
ど
が
散
乱

し
て
い
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
こ
れ
ら
の
ご

み
は
回
収
し
て
い
ま
す
が
、
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
ご
み
を
捨
て
れ
ば
罪
悪

感
に
さ
い
な
ま
れ
ま
す
が
、
拾
え
ば

心
は
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
満
た

さ
れ
ま
す
。

栃
尾
の
入
口
は
栃
尾
の
顔
で
す
。

自
分
の
ご
み
は
自
分
で
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

栃
尾
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

ま
ち
の
美
観
維
持
と
ご
み
の
不
法
投

棄
防
止
を
訴
え
て
、
毎
年
空
き
缶･

空
き
び
ん
拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
実
績
は
、
回
収
し
た
袋
の
数

九
百
八
十
袋
、
重
さ
で
四
千
九
百
キ

栃
尾
の
玄
関
口
を

き
れ
い
に
し
よ
う

あ
な
た
は
ポ
イ
捨
て

し
て
い
ま
せ
ん
か

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
ち
な
み
に
三
千

二
百
四
十
人
の
会
員
の
協
力
と
努
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
成
果
で
す
。

ま
た
、
市
内
の
小
・
中
学
生
も
同

様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

栃
尾
の
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

や
置
き
去
り
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
土
壌
汚
染
や

美
し
い
自
然
を

後
世
に
伝
え
よ
う

水
質
汚
濁
に
つ
な
が
り
、
農
産
物
へ

の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
栃
尾
の
お
い
し
い
地
下
水
（
清

水
）
や
美
し
い
景
観
ま
で
も
失
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

先
人
が
守
り
続
け
て
く
れ
た
公
害

の
な
い
美
し
い
自
然
環
境
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
不
法
投
棄
は
や
め
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
か
け
が

え
の
な
い
「
と
ち
お
の
美
し
い
景
観

と
環
境
」
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４

問
合
せ

53

７
７

回収しても、回収しても後を絶たない不法投棄。回収には多くの
労力と費用がかかります。不法投棄は絶対にやめましょう

9
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｢きれいな刈谷田川を取り戻そう｣と、児童たちは毎
年ごみ拾いを行っています
(栃尾東小学校｢刈谷田川クリーン作戦｣、６月27日)

み
ん
な
で
守
ろ
う｢

と
ち
お
の
自
然｣

調
査
を
は
じ
め
て
間
も
な
い
で
す

が
、
既
に
百
二
十
カ
所
の
ご
み
の
不

法
投
棄
を
確
認
し
ま
し
た
。

共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
道
路

わ
き
に
は
空
き
缶
、
空
き
び
ん
、
弁

当
の
空
箱
、
雑
誌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ご
み
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

人
目
の
つ
か
な
い
林
道
な
ど
の
峠
道

に
は
家
庭
電
化
製
品
、
タ
イ
ヤ
、
ス

ト
ー
ブ
類
、
ト
タ
ン
な
ど
が
目
に
つ

き
、
田
畑
や
家
の
周
り
に
は
車
、
農

機
具
類
、
冷
蔵
庫
な
ど
を
物
入
れ
に

使
っ
て
い
る
場
所
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
車
は
道
路
か
ら
藪
の
中
に
突
進

し
て
乗
り
込
み
、
そ
の
ま
ま
捨
て
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
の
実
態
を
見
る
と
、
こ

の
ま
ま
で
は
不
法
投
棄
は
増
え
る
一

方
で
す
。

市
は
地
域
と
協
力
し
て
、
不
法
投

棄
の
監
視
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
昼
夜

地
域
と
協
力
し
て

取
締
り
を
強
化

不
法
投
棄
の
実
態

を
問
わ
ず
取
締
り
を
強
化
し
ま
す
の

で
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
し
た
車
や
電
化
製
品
、
農
業

機
械
な
ど
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

長
期
放
置
か
ら
不
法
投
棄
に
な
ら

な
い
よ
う
、
実
態
に
照
ら
し
、
県
と

協
力
し
て
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

田
畑
や
家
の
周
り
で
物
置
代
わ
り

に
使
っ
て
い
る
車
や
冷
蔵
庫
は
、
長

期
間
野
ざ
ら
し
状
態
で
放
置
す
る
と
、

腐
食
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
が

問
題
で
す
。
土
壌
汚
染
や
水
質
汚
濁

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
撤
去
し

よ
う
と
思
っ
て
も
、
重
量
が
あ
っ
て

人
の
手
で
動
か
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

市
は
、
放
置
者
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
指

導
し
ま
す
。

事
業
者
に
協
力
を
要
請

大
型
私
有
物
の

長
期
放
置
対
策

環境エコページ

次代を担う子どもたちに残そう

｢とちおの美観と美環｣

林道から捨てられたごみの山。これではとちおの美しい景観も
台無しです。捨てないでください｢あなたのモラル(道徳)｣

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
実
態
を
見
る
と
、
家
庭
電
化
製
品
や
車
、
建
設
重
機
、
農
業
機

械
な
ど
の
大
型
廃
棄
物
を
は
じ
め
、
ト
タ
ン
屑
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
波
板
、
農
業

用
具
、
寝
具
、
衣
類
、
雑
誌
、
食
品
容
器
の
空
箱
、
空
き
缶
、
空
き
び
ん
な
ど
、

数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
長
い
間
放
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
腐
食
な
ど
が
進
み
、
そ

こ
か
ら
発
生
す
る
有
害
な
浸
出
水
に
よ
る
土
壌
汚
染
や
水
質
汚
濁
が
農
産
物
、

地
下
水
に
与
え
る
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
蚊
や
ハ
エ
、
野
ネ
ズ
ミ
の

発
生
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

｢
山
紫
水
明｣

、
以
前
は
よ
く
使
わ
れ
た
言
葉
で
す
が
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
、｢

栃
尾
の
自
然
は
美
し
い｣

と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
栃
尾
の
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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不
法
投
棄
の
実
態
と
防
止
対
策



Ｑ
１

合
併
す
る
と
教
育
委
員
会
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
？

八
市
町
村
で
一
つ
の
教
育
委

Ａ
１員

会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
も
し
合

併
し
た
ら
、
長
岡
市
教
育
委
員
会

に
統
合
さ
れ
、
七
市
町
村
の
教
育

委
員
会
は
な
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
栃
尾
支
所
で
今
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
学
校
関
係
な
ど
の
手
続
き

は
で
き
る
見
通
し
で
す
。

Ｑ
２

栃
尾
市
と
長
岡
市
は
公
民
館

の
や
り
方
が
違
う
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
ど
う
な
り
ま
す
か
？

公
民
館
も
合
併
す
る
と
一
つ

Ａ
２に

な
り
ま
す
が
、
長
岡
市
公
民
館

栃
尾
分
館
や
、
分
室
な
ど
と
い
う

形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

公
民
館
活
動
は
、
自
分
達
の
地
域

の
中
で
、
だ
い
た
い
今
ま
で
ど
お

り
の
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Ｑ
３

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
二
十

歳
以
上
の
市
民
の
三
十
％
を
抽
出

し
て
行
う
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

で
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？三

十
％
を
人
数
に
し
ま
す
と
、

Ａ
３

合
併
説
明
会
で
の
質
疑
応
答

(

い
く
つ
か
の
質
問
を
抜
粋
し
ま
し
た)

大
体
六
千
人
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
割
合
で
す
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
合
併
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
方
向
性

が
判
断
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
設

定
し
ま
し
た
。

Ｑ
４

最
終
段
階
で
合
併
す
る
か
、

し
な
い
か
決
定
す
る
時
に
、
八
市

町
村
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
行
け
る
の
で

し
ょ
う
か
？
例
え
ば
栃
尾
市
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
み
て
、
反
対

の
方
が
多
く
て
、
他
の
七
市
町
村

は
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
、

栃
尾
だ
け
と
り
残
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

最
終
的
な
協
議
段
階
に
入
っ

Ａ
４て

い
ま
す
が
、
ま
だ
議
員
の
定
数

の
問
題
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
が
あ
る
程
度
き
ち
ん
と
決

ま
っ
て
、
十
月
の
最
終
的
な
任
意

合
併
協
議
会
の
こ
ろ
に
な
れ
ば
八

市
町
村
が
ど
う
い
っ
た
考
え
方
な

の
か
が
分
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
他
の
七
市
町
村
が
ま
と
ま
っ

て
、
栃
尾
だ
け
が
離
脱
を
す
る
と

か
、
八
市
町
村
の
う
ち
六
つ
は
ま

と
ま
っ
た
が
、
二
つ
は
ま
と
ま
ら

な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
、
い
ろ
ん

な
ケ
ー
ス
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
あ

る
い
は
八
市
町
村
が
全
部
ま
と
ま

る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
そ
の
時
点
に
な
っ
て
最
終
的

な
判
断
は
、
私
ど
も
が
責
任
を
持

っ
て
ど
ち
ら
の
道
を
選
択
す
る
の

か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
参
考
に

し
て
、
最
後
に
皆
様
方
が
選
ん
だ

議
員
の
方
々
が
判
断
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
周
り

の
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
今

ま
で
八
市
町
村
が
進
め
て
き
た
こ

と
を
皆
が
合
意
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
一
番
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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合併の説明に伺います
グループや団体で申し込みください。

日時、場所、内容などは相談の上決めさせ

ていただきます。

企画財政課広域行政係 52-5816問合せ

※合併に関するご意見をお寄せください。

市町村合併の検討内容を説明する市長

合併説明会においでください
日 時 会 場 対象地区

滝の下町
上の原町９月12日(金) 栃尾南小学校
旭町
天下島
大野町

文化センター 新町９月16日(火)
｢大会議室｣ 大町

表町
谷内１丁目
谷内２丁目

市民会館 仲子町９月17日(水)
｢小ホール｣ 東町

本町
金町
新栄町市民会館

９月22日(月) 栄町｢小ホール｣
山田町
金沢

９月23日(火) 栃尾東小学校 原町
巻渕

※時間はいずれも午後７時～９時。都合の良い会場に
おいでください。

市
町
村
合
併
に
関
す
る
説
明
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
市
内
二

十
二
カ
所
の
会
場
で
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
最
初
の
会
場
で
あ
る
半
蔵
金

防
雪
セ
ン
タ
ー
に
は
、
七
十
四
人
の

参
加
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

夜
分
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
一
月
に
任
意

協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
栃
尾
の
代
表

が6

人
出
席
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
今
ま
で
の
協
議
内
容
や
私
の
考
え

を
お
話
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
い

市
長
あ
い
さ
つ

ろ
ん
な
意
見
を
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、

お
互
い
が
合
併
問
題
に
つ
い
て
誤
解

が
な
い
よ
う
に
、
本
当
の
こ
と
を
知

り
な
が
ら
、
最
終
的
な
判
断
を
下
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
市
町
村
合
併
が
必
要
か
と
い

う
こ
と
で
す
が

自
立
を
し
な
が
ら
、
自
ら
の
生
き

方
（
地
域
づ
く
り
）
を
選
択
す
る
時

代
で
す
。
戦
後
五
十
数
年
た
っ
て
時

代
は
大
き
く
変
化
を
し
て
き
て
い
ま

す
。
行
政
、
経
済
な
ど
い
つ
ま
で
も

同
じ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
こ
と
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。
昭
和
三
十
年
〜
四
十
年

代
は
大
き
な
変
革
を
遂
げ
、
社
会
が

地
域
の
自
立

様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地

方
は
ま
さ
に
過
疎
に
苦
し
み
、
経
済

や
い
ろ
ん
な
障
害
に
苦
し
み
、
都
市

部
と
農
村
部
の
格
差
が
確
実
に
出
て

き
て
い
ま
す
。

特
に
過
疎
地
域
に
お
い
て
は
、
高

齢
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
若
い
人
た

ち
の
負
担
だ
け
が
増
え
て
、
均
衡
あ

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
づ
く
り

や
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。
合
併

に
よ
っ
て
地
域
の
自
立
を
促
し
、
均

衡
あ
る
発
展
を
進
め
る
と
い
う
の
が

一
番
の
理
由
で
す
。

栃
尾
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が

進
み
、
約
十
年
後
に
は
一
万
九
千
人
、

二
十
年
後
に
は
一
万
五
千
人
の
推
計

が
で
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
の
数
は
、
百
五
十
人
前
後
で
人

口
の
減
少
に
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
将
来
に
お
い
て

人
口
減
少

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
す
。

道
路
が
整
備
さ
れ
て
交
通
の
便
が

格
段
に
良
く
な
り
ま
し
た
。
合
併
し

て
広
域
の
社
会
の
中
で
、
立
地
条
件

や
恵
ま
れ
た
自
然
な
ど
を
お
互
い
が

共
有
し
て
い
く
ほ
う
が
良
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

合
併
し
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
意

見
の
反
面
、
一
方
で
は
中
心
部
ば
か

り
が
繁
栄
し
て
、
周
辺
部
、
特
に
農

村
部
の
発
展
の
阻
害
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
応
す

る
た
め
に
、
合
併
協
議
の
中
で
、
ゆ

る
や
か
な
合
併
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
、
合
併
を
し
た
か
ら

と
い
っ
て
急
に
が
ら
り
と
仕
組
み
が

変
わ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
て
、

少
な
く
と
も
十
年
く
ら
い
の
間
に
、

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
は
い
っ
し
ょ

に
す
る
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
は
、

今
ま
で
と
同
じ
に
従
来
ど
お
り
地
域

で
や
っ
て
い
く
。
支
所
の
業
務
を
充

実
し
て
、
で
き
る
だ
け
デ
メ
リ
ッ
ト

を
少
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
落
ち

な
い
や
り
方
で
進
め
て
い
く
。
た
だ

し
、
財
政
は
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
厳

し
く
な
る
わ
け
で
す
か
ら
一
つ
に
し

ゆ
る
や
か
な
合
併

て
、
予
算
要
望
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
除
雪
で
す
が
、
栃
尾
市
で
要
望
し

た
予
算
を
そ
っ
く
り
つ
け
て
今
ま
で

の
除
雪
体
制
は
変
え
な
い
よ
う
に
し

よ
う
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
細

か
く
打
合
せ
を
し
て
い
ま
す
。

合
併
の
不
安
、
特
に
農
協
さ
ん
が

合
併
し
た
ら
不
便
に
な
っ
た
と
い
う

声
が
ど
こ
に
い
っ
て
も
聞
か
れ
ま
す
。

農
協
さ
ん
は
あ
く
ま
で
も
経
済
団
体

で
あ
り
、
赤
字
が
出
れ
ば
組
合
員
に

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
し
、
経
営
責
任

も
あ
り
ま
す
。
営
業
活
動
で
す
か
ら

赤
字
は
出
せ
な
い
の
で
合
理
化
を
す

る
わ
け
で
す
。

市
役
所
は
商
売
で
や
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
第

一
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
出
る

よ
う
な
こ
と
、
不
便
な
デ
メ
リ
ッ
ト

の
部
分
が
多
く
な
ら
な
い
よ
う
に
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
申
し
上
げ
た
こ
と
を
中
心
と
し

な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
八
つ
の

市
町
村
で
お
互
い
の
立
場
を
言
い
な

が
ら
、
い
ろ
ん
な
問
題
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
い
ろ
ん
な
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
は

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
優
先

考
え
て
み
よ
う

市
町
村
合
併

そ
の
23

市
町
村
合
併
説
明
会
始
ま
る

８
月

日

半
蔵
金
地
区
説
明
会
か
ら

25
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が
茶
席
を
設
け
、
こ
の
湧
き
水

で
点
て
た
お
茶
を
静
か
な
環
境

の
中
で
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

ア
ト
レ
と
ど
の

前
で
は
バ
イ
オ
リ

ン
と
電
子
ピ
ア
ノ

の
生
演
奏
を
聴
き

な
が
ら
い
た
だ
け

る
、
西
中
野
俣
の

皆
さ
ん
に
よ
る
冷

た
い
シ
ソ
の
お
茶

も
用
意
さ
れ
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
さ

わ
や
か
な
風
と
お

い
し
い
お
茶
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

まちの話題

静
か
な
環
境
の
中
で
お
茶
を
楽
し
む

８
／
３

杜
々
の
森
名
水
茶
会

今
年
も
杜
々
の
森
の
豊
か
な

自
然
の
中
で
名
水
茶
会
が
開
か

れ
、
市
内
外
か
ら
約
三
百
五
十

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

杜
々
の
森
は
、
樹
齢
数
百
年

の
木
立
の
中
か
ら
、
こ
ん
こ
ん

と
流
れ
出
る
冷
た
く
澄
ん
だ
湧

き
水
を
求
め
て
、
大
勢
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
栃
尾
市
を
代
表

す
る
観
光
地
で
す
。

望
岳
庵
で
は
「
裏
千
家｣

、

ぼ
う
が
く
あ
ん

ア
ト
レ
と
ど
で
は
「
宗?

流
」

刈
谷
田
川
漁
業
協

同
組
合
（
諸
橋
貞
夫

代
表
理
事
組
合
長
）

は
、
栃
尾
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
で
ニ
ジ

マ
ス
つ
か
み
ど
り
大

会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
放
流
さ
れ

た
ニ
ジ
マ
ス
は
約
二

千
三
百
匹
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
川
に
入
り
、
ニ
ジ
マ
ス
を
石

の
下
に
追
い
込
み
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
つ
か
ま
え
た
子
ど
も
た
ち

は
得
意
満
面
。
途
中
か
ら
大
人
が
加
わ
り
、
孫
の
た
め
に
二
匹
、

三
匹
と
ニ
ジ
マ
ス
を
つ
か
ま
え
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
現
れ
る
な

ど
、
終
日
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 ８

／
３

ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
ど
り
大
会

石の下にかくれたニジマス
をつかまえる子どもたち

栃
尾
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
（
稲
田
良

雄
会
長
）
は
、
お
り
な
す
芝
生
広
場
で
第
一
回

市
長
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
。
暑
い
日
差
し
の
中
、
三
十
二
ホ
ー

ル
で
腕
前
を
競
い
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
五
万
八
千

五
百
円
の
募
金
は
、
社
会
福
祉
費
寄
付
金
と
し

て
市
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ホールインワンをねらって
ナイスショット

第１回市長杯チャリティー
８／３グラウンドゴルフ大会

お
り
な
す
企
画
会
議
は
、
夜
の
外
出
が
難
し
い
お
年
寄
り
や
育
児
に

忙
し
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
盆
踊
り
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
今
年
も
盆
踊
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

暗
く
し
た
て
ま
り
ホ
ー
ル
で
は
、

地
元
宮
沢
・
泉
区
な
ど
の
人
た
ち

と
踊
り
の
輪
に
入
っ
た
親
子
や
お

年
寄
り
が
、
栃
尾
甚
句
の
唄
と
囃

子
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
と
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
堪
能
し
た
ほ
か
、
屋
台
の

綿
ア
メ
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
味
わ

い
、
射
的
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

８／３おりなすてまりホール

みんな・みんなで盆踊り

栃
尾
南
小
学
校
の
児
童
が
た
た
く
太
鼓
に

合
わ
せ
て
踊
る
参
加
者
た
ち

ゲームを楽しむ子どもたち

アトレとどの茶席(宗? 流)

13
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緑
に
つ
つ
ま
れ
た
望
岳
庵
の
茶
席
（
裏
千
家
）

第36回

謙 信 公 祭
と き：９月21日(日) ところ：秋葉公園ほか 問合せ：栃尾商工会 52 4191-

内 容：13時～市民茶会、15時～剣道野試合、16時30分～祭典 ほか

まちの話題

石
積
み

約
三
百
人
が
刈
谷
田
川
で

県
庁
で
八
月
五
日
、
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
の
救
急
車
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
日
赤
栃
尾
市
地
区
に
新
鋭
救
急
車
一
台
が
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
配
置
に
よ
り
、
平
成
五
年
に
配
置
さ
れ
十
年
間
使
用
し
た

救
急
車
は
役
目
を
終
え
、
八
月
十
一
日
か
ら
新
鋭
救
急
車
を
使
用
開
始
。

高
規
格
救
急
車
と
二
台
体
制
で
救
急
業
務
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
救
急
車
配
置
事
業
は
、
県
内
の
日
赤
地
区
に
赤
十
字
救
急
車
を

配
置
し
、
災
害
、
事
故
、
そ
の
ほ
か
の
緊
急
を
要
す
る
救
護
活
動
、
一

般
赤
十
字
事
業
に
使
用
し
、
災
害
救
護
活
動
の
充
実
と
地
区
事
業
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
新
潟
県
支
部
独
自

の
事
業
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
援
や
海
外
援
助
な
ど
の
人
道
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
資
金
は
皆
さ
ん
の
善
意
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
赤
十
字
社
員
募
集
運
動
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
の
川
原
で
行
わ
れ
る
石
積
み
。

こ
の
行
事
は
、
親
よ
り
早
く

死
ん
だ
子
ど
も
の
霊
が
毎
日
賽さ

い

の
河
原
で
石
積
み
を
さ
せ
ら
れ

て
い
る
た
め
、｢

七
日
盆
」
で

子
ど
も
た
ち
の
霊
が
休
む
と
さ

れ
る
七
日
の
朝
に
、
こ
の
世
に

生
き
る
肉
親
た
ち
が
子
ど
も
た

ち
の
霊
に
代
わ
っ
て
石
を
積
み
、

一
日
も
早
く
極
楽
浄
土
へ
行
け

る
よ
う
に
と
願
っ
て
始
め
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
石
積
み
は
宿
泊
観
光

客
の
誘
客
を
図
る
た
め
、
新
潟

ま
ち
づ
く
り
団
体
が
参
加
。
ま

設
け
ら
れ
施
餓
鬼
供
養
が
行
わ
れ

せ

が

き

ま
し
た
。

約
三
百
人
の
家
族
連
れ
な
ど
が

参
加
し
、
大
き
な
石
と
小
さ
な
石

を
組
み
合
わ
せ
、
川
原
に
は
い
く

つ
も
の
塔
が
で
き
ま
し
た
。

秋
葉
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
員
は
、
ビ
ッ

グ
ス
ワ
ン
で
行
わ
れ

た
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
リ

ー
グ
「
新
潟
対
札
幌

戦
」
の
ボ
ー
ル
ボ
ー

イ
な
ど
を
務
め
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
が
ピ

ッ
チ
に
入
り
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
紹
介
さ
れ

る
と
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
、
貴
重
な
経
験
を
し

た
十
七
人
の
生
徒
は
、｢

次
は
こ
の
芝
の
上
で
試
合
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

秋
葉
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

８
／
２

Ｊ
２
公
式
戦
の
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ

試合前にボールボーイの練習を
する秋葉中学校サッカー部員

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
福
祉
な
ど
へ

の
寄
付
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
北
銀
ま
ご
こ
ろ

の
会
（
堀
井
一
明
代
表
）
は
八
月
二
十
一
日
、

心
身
障
害
者
小
規
模
作
業
所
「
と
ち
お
夢
工

房
」
に
大
型
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
一
台
（
十
万

円
）
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

と
ち
お
夢
工

房
は
今
年
四
月

に
開
所
し
た
ば

か
り
で
、
入
所

生
た
ち
は
「
冬

で
も
温
い
部
屋

で
お
昼
を
食
べ

た
り
休
ん
だ
り

で
き
る
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

北銀まごころの会が
とちお夢工房へファンヒーター寄贈

消防署に

新鋭救急車配置

目
録
を
手
渡
す
小
林
正
栃

尾
支
店
長
と
入
所
生
た
ち

大小の石を組み合わせ、
石を積む人たち

配置された新鋭救急車と外山康男助役ら関係者

12
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早朝から大勢の人たちが参加した
石積み
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平
成
十
七
年
四
月
の
処
分
開
始
を
目
指
し
て

最
終
処
分
場
建
設
工
事
起
工
式

八
月
二
十
六
日
、
馬
場
市
長

を
は
じ
め
西
川
洋
吉
県
議
会
議

員
な
ど
関
係
者
が
出
席
し
て
、

栃
尾
市
最
終
処
分
場
建
設
工
事

の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
二
カ
年
継
続
事

業
で
、
文
納
地
内
に
約
十
億
五

千
万
円
を
か
け
て
最
終
処
分
場

を
建
設
し
、
平
成
十
七
年
四
月

か
ら
せ
と
も
の
や
ガ
ラ
ス
く
ず

な
ど
の
不
燃
物
の
埋
立
処
分
を

開
始
す
る
も
の
で
す
。

新
し
い
最
終
処
分
場
は
、
埋

立
容
量
約
一
万
五
千
七
百
立
方

メ
ー
ト
ル
の
ピ
ッ
ト
に
、
浸
出

谷
内
一
丁
目
子
供
育

成
会
（
広
野
光
春
会
長
）

は
、
夏
休
み
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
町
内
と

西
谷
川
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
児

童
は
十
四
人
。
こ
の
内

三
年
生
以
上
の
児
童
が

早
朝
の
冷
た
い
水
に
足

を
浸
し
な
が
ら
、
西
谷
川
に
落
ち
て
い
た
空
き
缶
や
空
き
び
ん
、

生
野
菜
な
ど
の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、｢

き

れ
い
に
な
っ
た
ら
川
遊
び
が
し
た
い
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

谷
内
一
丁
目
子
供
育
成
会

８
／
３

西
谷
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

西谷川のごみを拾う子ども
と保護者

鍬
入
れ
を
す
る
馬
場
市
長

く
わ

今
年
も
八
月
九
日
、
い
ず
み
苑
の
入
所
者
と
地

域
の
人
た
ち
な
ど
約
五
百
人
が
参
加
し
、
い
ず
み

苑
で
納
涼
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
台
風

号
の
接
近
に
伴
い
、
駐
車
場
か

10

ら
食
堂
に
会
場
を
移
し
実
施
。
入
所
者
の
皆
さ
ん

は
、
地
域
の
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
人

た
ち
の
協
力

で
、
踊
り
の

輪
に
入
っ
て

踊
っ
た
り
、

綿
ア
メ
や
お

で
ん
な
ど
を

食
べ
た
り
し

て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し

た
。

栃
尾
市
総
合
体
育
館
で

８
／

・

第

回
北
信
越
国
体
剣
道
競
技

24

23

24

水
が
漏
れ
な
い
遮
水
二
重
シ
ー

ト
と
鉄
骨
造
り
の
屋
根
を
設
置

し
た
、
完
全
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス

テ
ム
を
採
用
。
汚
水
を
場
外
に

出
さ
な
い
な
ど
、
周
辺
環
境
と

調
和
を
図
る
施
設
整
備
を
行
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
処
分
場
か
ら
出

る
浸
出
液
は
汚
水
処
理
施
設
に

集
め
ら
れ
、
有
害
な
重
金
属
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
を
除
去
し
、

脱
塩
処
理
を
行
い
、
さ
ら
に
消

毒
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
浄
化
処
理

を
行
い
ま
す
。
処
理
さ
れ
た
水

は
、
埋
立
物
を
安
定
さ
せ
る
た

め
の
散
水
に
循
環
利
用
す
る
の

で
、
汚
れ
た
水
は
河
川
に
は
放

流
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
安
定
処

理
に
よ
り
ご
み
の
飛
散
を
防
ぎ
、

周
辺
地
域
へ
の
大
気
汚
染
を
未

然
に
防
止
し
ま
す
。

汚
水
を
出
さ
な
い
環
境
に
や

さ
し
い
シ
ス
テ
ム
と
、
塩
の
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
二
つ
の

最
先
端
技
術
が
、
全
国
の
自
治

体
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

いずみ苑納涼まつり

を
展
開
。
少
年
女
子
の
団
体
戦
で
全
勝

優
勝
し
た
新
潟
県
チ
ー
ム
は
、
本
国
体

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

応
援
や
観
戦
に
訪
れ
た
人
で
超
満
員

と
な
っ
た
今
回
の
大
会
で
は
、
剣
道
連

盟
と
市
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
事
前

準
備
、
中
・
高
校
生
や
剣
道
教
室
父
母

の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
心
の
こ

も
っ
た
受
入
態
勢
が
、
大
会
関
係
者
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

六
年
後
の
二
〇
〇
九
年
に
当
市
で
開

催
さ
れ
る
、
二
巡
目
の
新
潟
国
体
剣
道

競
技
の
成
功
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

十
月
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
第
五

十
八
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
の
予

選
会
で
あ
る
第
二
十
四
回
北
信
越
国
体

剣
道
競
技
が
、
新
潟
県
な
ど
五
県
の
選

手
と
役
員
約
三
百
人
が
参
加
し
て
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
国
体
の
出
場
権
を
か
け

て
、
成
年
女
子
、
少
年
男
子
、
少
年
女

子
の
各
団
体
戦
で
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
熱
戦

つ
ば
ぜ
り
合
い
を
繰
り
広
げ
た

少
年
男
子
団
体
戦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と

楽
し
く
踊
る
入
所
者

今
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
石
油
な

ど
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
中

心
で
し
た
。
し
か
し
最
近
、
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
で
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
が
地
球
温
暖

化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
極
め
て
少
な

い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
自
然
の
力
を

利
用
し
た
り
、
今
ま
で
使
わ
れ
ず
に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て

な
あ
に
？

捨
て
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に

使
う
地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
類
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
性
質
に
よ
り
大
き

く
三
つ
の
形
態
に
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

雪
・
氷
、
太
陽
光
、
風
力

な
ど

②
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

木
く
ず
、
廃
材
、
ご
み

な
ど

③
従
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
利
用

燃
料
電
池
、
天
然
ガ
ス

な
ど

そ
の
ほ
か
に
も
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
中
小
河
川
の
水
力
、
工
場
の

排
水
や
廃
熱
、
生
活
排
水
、
下
水
熱

な
ど
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
対
象
と

し
て
検
討
し
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
に
よ
る
地
球
温
暖
化

な
ど
の
地
球
環
境
の
変
化
は
、
人
体

へ
の
影
響
、
農
業
な
ど
に
深
刻
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
世
界
的

に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
、

な
ぜ
ビ
ジ
ョ
ン
が

必
要
な
の
か

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
と
二
酸
化

炭
素
排
出
削
減
を
目
指
す
国
の
政
策

に
沿
い
、
地
域
の
活
性
化
と
次
世
代

に
栃
尾
市
の
豊
か
な
環
境
を
よ
り
良

い
状
況
で
伝
え
て
い
く
た
め
、
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

一
般
的
に
は
、
「
栃
尾
市
で
活
用

で
き
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
雪
（
雪

氷
冷
熱
）
程
度
し
か
な
い
の
で
な
い

か
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
統
計
デ

ー
タ
で
東
京
方
面
と
日
射
量

を
比
較
す
る
と
、
そ
の
差
は

一
割
程
度
し
か
な
く
、
春
か

ら
夏
に
か
け
て
は
逆
に
栃
尾

市
の
方
が
日
射
量
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
五
キ
ロ

ワ
ッ
ト
級
の
太
陽
光
発
電
機

（
家
庭
用
）
を
設
置
す
る
と
、

年
間
で
約
七
千
四
百
キ
ロ
ワ

ッ
ト
ほ
ど
発
電
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
ほ
か

に
活
用
で
き
そ
う
な
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
、
栃
尾
市
に
眠
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

栃
尾
市
で
活
用
で
き
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

今
後
は
、
策
定
委
員
会
で
は
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
、
各
種
調
査
な
ど
に
よ

り
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
行
政
と
地
域
住
民
、
企

業
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、

活
用
と
可
能
性
、
今
後
の
方
向
な
ど

を
検
討
し
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
と

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

企
画
財
政
課

‐
５
８

問
合
せ

52

１
６

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
方
法

15
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｢

栃
尾
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン｣

策
定
始
ま
る

栃
尾
市
は
今
年
度
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
、
他
地
域
と
の
差
別

化
を
目
指
し
、
「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
委
員
会
は
、
新
潟
大
学
中
野
和
弘
教
授
を
委
員
長
に
各
種
団
体
な

ど
の
市
民
代
表
十
四
人
の
委
員
で
構
成
し
、
第
一
回
策
定
委
員
会
を
八
月

二
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

策
定
委
員
会
で
は
、
市
内
全
域
で
の
詳
細
な
調
査
を
基
に
、
栃
尾
市
に

ど
ん
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
れ
だ
け
あ
り
、
ま
た
、
ど
れ
だ
け
、
ど
の
よ

う
な
形
で
、
ど
の
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、
今
後
の
導
入
案

を
審
議
し
、
第
六
次
総
合
計
画
に
あ
る
「
資
源
の
確
保
と
活
用
」
、
「
雪

の
克
服
と
利
用
」
、
「
環
境
保
全
」
な
ど
の
計
画
実
施
に
向
け
、
今
後
の

市
の
施
策
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

栃尾市における新エネルギー導入の概念

栃尾市児童・生徒
理科作品展 ところ：おりなす 問合せ：教育センター ５３－３００５



優
勝
者
の
み
（

印
は
大
会
新
記
録
、

※

敬
称
略
）

栃
尾
南
小

小
学
女
子

ｍ
メ
Ｒ

200

栃
尾
南
小

小
学
男
子

ｍ
メ
Ｒ

200

小
学
一
・
二
年

ｍ
自
由
形

25

布
袋
屋
航
貴
（
大

町
）

男
※

諸
橋
奈
々
子
（
文

納
）

女
小
学
三
・
四
年

ｍ
自
由
形

25

平
櫛

将
寛
（
大
野
町
）

男

仲
野

沙
希
（
栃

堀
）

女
小
学
三
・
四
年

ｍ
平
泳
ぎ

25

平
櫛

将
寛
（
大
野
町
）

男

仲
野

沙
希
（
栃

堀
）

女
小
学
五
年

ｍ
自
由
形

50
諏
佐

恭
亮
（
鴉
ヶ
島
）

男

棚
村

祐
子
（
楡

原
）

女
小
学
五
年

ｍ
平
泳
ぎ

50
大
坪

広
大
（
鴉
ヶ
島
）

男

上
村
奈
緒
美
（
楡

原
）

女
小
学
五
年

ｍ
背
泳
ぎ

50

（
金

沢
）

男

小
浦
方
裕
太
郎

布
袋
屋
由
依
（
大

町
）

女
小
学
五
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

25
諏
佐

恭
亮
（
鴉
ヶ
島
）

男

笠
井

千
優
（
旭

町
）

女
小
学
六
年

ｍ
自
由
形

50
大
橋

洋
平
（
金

沢
）

男

佐
藤
美
由
季
（
東
が
丘
）

女 第

回
市
民
水
泳
大
会

32

栃
尾
東
小

７
／
27

小
学
六
年

ｍ
自
由
形

100
林

宏
樹
（
原

町
）

男

飯
浜
麻
里
奈
（
楡

原
）

女
小
学
六
年

ｍ
平
泳
ぎ

50
寺
本

鴻
（
山
田
町
）

男

（
滝
の
下
町
）

女

高
見

真
弥

小
学
六
年

ｍ
背
泳
ぎ

50
西
川

拓
海
（

平

）

男

今
井
美
知
瑠
（
下
樫
出
）

女
小
学
六
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

50
茨
木

大
輝
（
一
之
貝
）

男
小
学
六
年

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

100
若
杉

優
樹
（
谷
内
二
）

男

（
滝
の
下
町
）

女

高
見

真
弥

中
学

ｍ
自
由
形

100
原
沢

和
崇
（
山
田
町
）

男
一
般

ｍ
自
由
形

50
大
橋

陽
平
（
栄

町
）

男
一
般

ｍ
平
泳
ぎ

50
大
橋

陽
平
（
栄

町
）

男

栃
尾
南
小

小
学
男
子

ｍ
Ｒ

200

栃
尾
南
小
Ａ

小
学
女
子

ｍ
Ｒ

200

優
勝
者
の
み
（

印
は
大
会
新
記
録
、

※

敬
称
略
）

五
年

ｍ
自
由
形

100
宮
島

稜
太
（
荷
頃
小
）

男

棚
村

祐
子
（
栃
尾
東
小
）

女 小
学
校
親
善
水
泳
大
会

栃
尾
東
小

８
／
７

五
年

ｍ
平
泳
ぎ

100
大
坪

広
大
（
栃
尾
東
小
）

男

上
村
奈
緒
美
（
栃
尾
東
小
）

女
五
年

ｍ
自
由
形

50
諏
佐

恭
亮
（
栃
尾
東
小
）

男

棚
村

祐
子
（
栃
尾
東
小
）

女
五
年

ｍ
平
泳
ぎ

50
大
坪

広
大
（
栃
尾
東
小
）

男

上
村
奈
緒
美
（
栃
尾
東
小
）

女
五
年

ｍ
背
泳
ぎ

50
千
野

俊
輔
（
西
谷
小
）

男

野
澤
美
紗
子
（
下
塩
小
）

女
五
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

50
酒
井

歩
（
上
塩
小
）

男

波
形

安
紀
（
中
野
俣
小
）

女
※

五
年

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

100
諏
佐

恭
亮
（
栃
尾
東
小
）

男

波
形

安
紀
（
中
野
俣
小
）

女
五
年

ｍ
自
由
形

25
酒
井

優
（
上
塩
小
）

男

星

あ
ゆ
美
（
下
塩
小
）

女
五
年

ｍ
平
泳
ぎ

25
目
黒

雄
太
（
東
谷
小
）

男

野
澤
美
紗
子
（
下
塩
小
）

女
五
年

ｍ
背
泳
ぎ

25
千
野

高
広
（
西
谷
小
）

男

高
橋

沙
耶
（
荷
頃
小
）

女
五
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

25
植
村

拓
（
東
谷
小
）

男
六
年

ｍ
自
由
形

100
馬
場
甲
太
郎
（
東
谷
小
）

男

佐
藤
ち
ひ
ろ
（
東
谷
小
）

女
六
年

ｍ
平
泳
ぎ

100
高
山

勇
輔
（
荷
頃
小
）

男

高
見

真
弥
（
栃
尾
南
小
）

女
六
年

ｍ
背
泳
ぎ

100
青
木

貴
将
（
東
谷
小
）

男

猪
俣

知
花
（
栃
尾
東
小
）

女
六
年

ｍ
自
由
形

50
茨
木

大
輝
（
栃
尾
南
小
）

男

佐
藤
ち
ひ
ろ
（
東
谷
小
）

女
六
年

ｍ
平
泳
ぎ

50
高
山

勇
輔
（
荷
頃
小
）

男

高
見

真
弥
（
栃
尾
南
小
）

女
六
年

ｍ
背
泳
ぎ

50
青
木

貴
将
（
東
谷
小
）

男

今
井
美
知
瑠
（
下
塩
小
）

女
六
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

50
茨
木

大
樹
（
栃
尾
南
小
）

男

諏
佐

亜
弓
（
栃
尾
東
小
）

女
六
年

ｍ
自
由
形

25
佐
藤

拓
哉
（
栃
尾
東
小
）

男

土
田

萌
（
栃
尾
東
小
）

女
六
年

ｍ
平
泳
ぎ

25
笠
井

大
樹
（
栃
尾
東
小
）

男

若
杉

佳
奈
（
下
塩
小
）

女
六
年

ｍ
背
泳
ぎ

25
藤
田

悠
暉
（
上
塩
小
）

男

諸
橋
美
早
紀
（
下
塩
小
）

女
六
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

25
穴
沢

宏
也
（
中
野
俣
小
）

男

諸
橋
美
早
紀
（
下
塩
小
）

女

六
年

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

100
若
杉

優
樹
（
栃
尾
南
小
）

男

猪
俣

知
花
（
栃
尾
東
小
）

女

中
野
俣
小
Ａ

六
男

ｍ
メ
Ｒ

100

東
谷
小
Ａ

六
男

ｍ
メ
Ｒ

200

栃
尾
東
小
Ａ

女

ｍ
メ
Ｒ

200

東
谷
小
Ａ

六
男

ｍ
リ
レ
ー
Ａ

200

栃
尾
南
小
Ａ

女

ｍ
リ
レ
ー
Ａ

200

中
野
俣
小
Ａ

六
男

ｍ
リ
レ
ー
Ｂ

200

小
太
刀

中
学
生
一
般
女
子
の
部

阿
部

雅
士
（
二
日
町
）

二
位

石
丸

祐
人
（
下

塩
）

三
位

長
剣

中
学
生
一
般
女
子
の
部

阿
部

雅
士
（
二
日
町
）

優
勝

笠
井

一
輝
（
栄

町
）

二
位

石
丸

祐
人
（
下

塩
）

三
位

団
体
戦

一
般
の
部

二
位

石
丸

祐
人
（
下

塩
）

先
鋒

笠
井

一
輝
（
栄

町
）

中
堅

阿
部

雅
士
（
二
日
町
）

大
将

第
７
回
北
陸
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会

６
／

石
川
県
（
敬
称
略
）

22
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選手宣誓をする
諸橋拓実くん

けんせつフェア
in 北陸２００３

と き：９月19日(金)・20日(土)の10時～16時 ところ：朱鷺メッセ 入場無料

内 容：古紙を使ったフラワーポット作りなど 問合せ：実行委員会 025 231 9930- -

千
野
荘
一
さ
ん
は
、
平
成
九
年
か

ら
十
四
年
ま
で
五
年
間
、
栃
尾
市
監

査
委
員
を
歴
任
。
栃
尾
市
の
財
務
事

務
の
適
正
化
と
、
都
市
監
査
委
員
制

度
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
全
国
都
市
監
査
委
員
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
都
市監査

委
員
会
表
彰

平
成
十
五
年
度
新
潟
県
農
村
振
興

ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
で
西
中
野

俣
区
（
金
内
高
男
区
長
）
が
、
総
合

的
ア
メ
ニ
テ
ィ
向
上
型
部
門
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
年
に
「
杜
々

の
森
」
が
全
国
名
水
百
選
の
指
定
を

受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
あ
ぶ
ら
げ
ま
つ
り
」
を
は

じ
め
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
伝
統
文
化
の
保
全
継

承
で
「
西
中
野
俣
伝
統
芸
能
保
存

会
」
を
再
結
成
し
、
広
大
寺
な
ど
の

踊
り
を
復
活
さ
せ
小
学
校
で
発
表
す

第

回
県
農
村
振
興

18
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル

る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

●
剣
道
団
体
戦

佐
藤
優
太
さ
ん
は
、
県
大
会
で
優

勝
し
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

８
／
１
〜
３

長
崎
県

さん佐藤優太
北荷頃
高志高校
１年

栃
尾
市
か
ら
一
般
混
成
の
部
に
Ｍ
、

Ｓ
（
エ
ム
ズ
）
、
と
ち
お
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
（
市
役
所
）
、
シ

ニ
ア
の
部
に
栃
尾
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
計
三
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

Ｍ
、
Ｓ
は
昨
年
十
二
月
に
開
催
さ

れ
た
県
予
選
会
で
優
勝
し
、
栃
尾
Ｕ

Ｈ
Ｃ
は
県
シ
ニ
ア
大
会
で
優
勝
、
と

ち
お
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
は

県
協
会
の
推
薦
を
受
け
出
場
し
た
も

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大
会

８
／

千
葉
県

10

の
で
す
。
三
チ
ー
ム
と
も
健
闘
し
ま

し
た
。

16
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紺
綬
褒
章
を
受
章

桐
生
照
子
さ
ん

こ

ん

じ

ゅ

ほ

う

し

ょ

う

千野荘一さん(中)

さん佐藤みのり
赤 谷
秋葉中学校
２年

さん湯谷 綾
滝の下町
秋葉中学校
３年

全
国
中
学
校
体
育
大
会

ベ
ス
ト

柔
道

佐
藤
み
の
り
さ
ん

16

北
信
越
中
学
校
体
育
大
会

優

勝

剣
道

湯
谷

綾
さ
ん

柔
道
個
人
戦

　
級
で
優
勝
し
八

70

月
十
九
日
、
北
海
道
で
開
催
さ
れ

た
全
国
中
学
校
体
育
大
会
に
出
場
。

見
事
ベ
ス
ト

。
ま
た
、
こ
れ
に

16

先
だ
ち
行
わ
れ
た
北
信
越
大
会
に

も
出
場
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

湯
谷
綾
さ
ん
は
、
県
大
会
剣
道

個
人
戦
で
三
位
と
な
り
出
場
。
優

勝
し
ま
し
た
。

鎌倉で製作活動を
続ける桐生さん

に
寄
贈
さ
れ
、
栃
尾
市
の
芸
術
文
化
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

障害者就職促進会 と き：９月25日(木)13時30分～ ところ：ハイブ長岡 内 容：就職を希望する
障害者と求人者との合同就職面接会 問合せ：ハローワーク長岡 ３２－１１８１



ボ
ケ
は
そ
の
進
み
方
に
よ
っ
て
小

ボ
ケ
（
軽
度
痴
呆
）
、
中
ボ
ケ
（
中

度
痴
呆
）
、
大
ボ
ケ
（
重
度
痴
呆
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
だ
れ
の
目
か
ら

見
て
も
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
か
な
り
進
行
し
た
状
態
（
大
ボ

ケ
）
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

初
期
の
あ
ま
り
変
化
が
目
立
た
な

い
う
ち
（
小
ボ
ケ
）
に
早
期
痴
呆
相

談
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ボ
ケ
も
ほ
か
の
病
気
と
同
様
に
予
防

と
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
早
期
発
見
の
た
め
に
ボ

早
期
発
見
と
早
期
治
療

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

ケ
の
症
状
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▽
無
表
情
、
無
感
動
の
傾
向
が
見
ら

れ
る

▽
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

▽
生
き
が
い
を
覚
え
て
い
る
ふ
う
が

な
い

▽
根
気
が
ま
っ
た
く
続
か
な
い

▽
発
想
が
乏
し
く
、
画
一
的
に
な
る

▽
一
日
や
一
週
間
の
計
画
を
自
分
で

立
て
ら
れ
な
い

▽
三
つ
以
上
の
用
事
を
同
時
に
平
行

し
て
片
付
け
ら
れ
な
い

▽
反
応
が
遅
く
、
動
作
が
も
た
も
た

し
て
い
る

小
ボ
ケ
に
よ
く
見
ら
れ

る
症
状

▽
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
話
し
た
り
、

聞
い
た
り
す
る

▽
相
手
の
意
見
を
聞
か
な
い

以
上
の
中
で
四
項
目
あ
て
は
ま
れ

ば
、
小
ボ
ケ
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

で
も
慌
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
い
う
ち
に
見
つ
け
、
適
切
な
対
応

を
す
れ
ば
ボ
ケ
の
回
復
は
可
能
で
す
。

▽
日
付
が
あ
や
ふ
や
に
な
る

▽
身
だ
し
な
み
に
無
頓
着
に
な
る

▽
草
取
り
、
洗
濯
物
の
整
理
な
ど
手

馴
れ
た
仕
事
が
で
き
な
い

▽
ガ
ス
や
風
呂
の
火
・
電
気
の
消
し

忘
れ
が
目
立
つ

▽
料
理
の
味
付
け
が
変
に
な
る

中
ボ
ケ
に
よ
く
見
ら
れ

る
症
状

▽
指
示
ど
お
り
に
薬
が
飲
め
な
い

▽
季
節
や
目
的
に
あ
っ
た
服
が
選
べ

な
い

▽
簡
単
な
計
算
が
で
き
な
い

▽
し
ま
い
場
所
を
忘
れ
「
盗
ま
れ

た
」
と
騒
ぐ

▽
昨
日
の
出
来
事
を
す
っ
か
り
忘
れ

る以
上
の
中
で
四
項
目
あ
て
は
ま
れ

ば
、
中
ボ
ケ
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

▽
家
族
の
顔
や
間
柄
も
分
か
ら
な
い

▽
汚
れ
た
下
着
を
そ
の
ま
ま
平
気
で

着
て
い
る
、
上
着
に
足
を
通
し
た

り
一
人
で
着
脱
が
で
き
な
く
な
る

▽
食
べ
た
こ
と
を
す
ぐ
忘
れ
る

▽
独
り
言
や
繰
り
返
し
が
多
く
な
る

▽
誰
も
い
な
い
の
に
人
が
い
る
と
言

う
▽
排
泄
も
お
ぼ
つ
か
な
く
な
り
失
敗

す
る

▽
風
呂
に
入
る
の
を
嫌
が
る

▽
し
ば
し
ば
自
宅
の
方
向
が
分
か
ら

な
く
な
る

▽
家
庭
生
活
（
食
事･

入
浴･

排
泄
）

に
介
助
が
必
要
に
な
る

以
上
の
中
で
三
項
目
あ
て
は
ま
れ

ば
、
大
ボ
ケ
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

市
は
、
保
健
師
に
よ
る
早
期
痴
呆

の
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
く

つ
か
の
問
診
で
脳
の
働
き
を
調
べ
、

生
活
の
仕
方
を
ど
う
変
え
て
い
け
ば

よ
い
か
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

早
め
の
対
応
が
病
気
の
経
過
を
左

右
し
ま
す
。
「
お
や
っ
」
と
思
っ
た

ら
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

随
時
（
予
約
が
必
要
）

と

き

市
役
所
保
健
福
祉
課

と
こ
ろ

保
健
福
祉
課
健
康

予
約
・
問
合
せ

づ
く
り
係

‐
５
８
３
６

52
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こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ
く
り

ボ
ケ
予
防
に｢

早
期
痴
呆
相
談｣

を
開
設

治
ら
な
い
、
打
つ
手
が
な
い
と
恐
れ
ら
れ
て
い
る
ボ
ケ
。
し
か
し
、

早
期
に
発
見
し
適
切
な
対
応
を
し
て
い
れ
ば
、
ボ
ケ
の
予
防
も
ボ
ケ
か

ら
の
回
復
も
達
成
可
能
で
す
。

市
は
、
ボ
ケ
予
防
の
た
め
に
『
早
期
痴
呆
相
談
』
を
開
設
し
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
」
と
気
づ
い
た
ら
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

早
期
の
段
階
で
発
見
し
、
健
や
か
で
ボ
ケ
な
い
人
生
の
完
走
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

月

日

時
〜

と

き

10

24

（金）
14

時
15

栃
尾
市
役
所

と
こ
ろ

森
田
昌
宏
さ
ん
（
三

担
当
医

島
病
院
医
師
）

▽
本
人
、
家
族
と
の

内

容
面
接
▽
痴
呆
の
対
処
の
仕
方

３
人
（
先
着
順
）

定

員

月

日

申
込
み
・
問
合
せ

10

10

ま
で
に
栃
尾
市
在
宅
介
護

（金）支
援
セ
ン
タ
ー

‐
５
２

51

２
２ 物

忘
れ
相
談
会

早
期
痴
呆
相
談

大
ボ
ケ
に
よ
く
見
ら
れ

る
症
状

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー
◆それぞれの想い(写真サークル 写楽) ９／19(金)～29(月)

八
月
十
四
日
、
少
年
少
女
球
技
大

会
が
総
合
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
三
十
チ
ー
ム
、
四

百
十
二
人
の
小
中
学
生
が
参
加
。
小

学
生
野
球
チ
ー
ム
、
下
塩
野
球
部
の

増
井
卓
也
く
ん
が
「
練
習
の
成
果
を

十
分
発
揮
し
戦
い
ま
す
」
と
、
選
手

宣
誓
を
し
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
は
雨
の
た
め
小
・
中

学
生
の
野
球
が
中
止
、
ミ
ニ
バ
ス
と

中
学
生
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
二
種
目

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、

増
井
く
ん
の
宣
誓
の
言
葉
ど
お
り
、

練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
熱
戦
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
総
合
体
育
館
）

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク下

塩
ブ
ラ
ッ
ク
Ｃ
Ｓ

優
勝

（
下
塩
小
学
校
区
）

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
バ
ス
キ
ッ
ズ

２
位

（
栄
町･

山
田
町･
金
町
）

Ｂ
ブ
ロ
ッ
クＡ

・
Ｕ
・
Ｔ

優
勝

（
栃
尾
南
小
学
校
区
）

ガ
ッ
ツ
☆
原
町
パ
ワ
フ
ル

２
位

ー
、
Ｓ

（
原
町
）

!!

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（

刈
谷
田
中
）

山
田
町
（
山
田
町
）

優
勝

Ｍ
Ｉ
・
Ｋ
Ａ
・
Ｔ
Ａ
☆

２
位

（
新
町･

金
町･

原
町
）

18
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少
年
少
女
球
技
大
会

ミ
ニ
バ
ス

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝

下
塩
ブ
ラ
ッ
ク
Ｃ
Ｓ

ミ
ニ
バ
ス

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝

Ａ
・
Ｕ
・
Ｔ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝

山
田
町

選手宣誓をする
増井卓也くん

保
護
者
の
声
援
が
会
場
を

包
ん
だ
ミ
ニ
バ
ス

長
岡
地
域
８
市
町
村
の
住
民
レ
ベ
ル
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

た
め
、
各
市
町
村
持
ち
回
り
に
よ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
回
は
、
長
岡
市
主
催
に
よ
る
信
濃
川
で
の
「
Ｅ
ボ

ー
ト
（
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
）
長
岡
大
会
」
で
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
お
よ
び
団
体
は
、
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

９
月

日

（
中
止
の
場
合
は
９
月

日

に
延
期
）

と

き

23

（祝）

27

（土）

信
濃
川
妙
見
堰
〜
大
手
大
橋
下
流
付
近
（
長
岡
市
）

と
こ
ろ

ぜ
き

合
併
対
象
８
市
町
村
の
住
民

対

象

ー
…

人
（
先
着
順
）

▽
川
下
り
体
験
ツ
ア

10

…
子
ど
も
の
部
（
小
・
中
学
生
）
１
チ
ー
ム
、
大
人
の

▽
交
流
レ
ー
ス

部
２
チ
ー
ム
（
い
ず
れ
も
１
チ
ー
ム
８
人
編
成
で
先
着
順
）

内

容

（
９
時
〜

時
）

▽
川
下
り
体
験
ツ
ア
ー

11

各
市
町
村
住
民
の
混
成
チ
ー
ム
（

人
）
で
、
妙
見
堰
か
ら
長
岡
市

64

中
心
部
（
大
手
大
橋
下
流
地
点
）
ま
で
の
Ｅ
ボ
ー
ト
８
艇
に
よ
る
川

下
り
体
験

（

時

分
〜

時
）

▽
交
流
レ
ー
ス

13

15

16

子
ど
も
の
部
、
大
人
の
部
ご
と
に
直
線
往
復
コ
ー
ス
に
よ
る
予
選

（
上
位
４
チ
ー
ム
が
決
勝
進
出
）
、
決
勝
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー

ス

（

時
〜

時

分
）

▽
交
流
会

16

17

30

河
川
敷
で
、
各
市
町
村
の
産
物
を
賞
味
し
な
が
ら
交
流
を
図
り
ま
す
。

無
料
（
送
迎
バ
ス
有
り
）

参
加
費

９
月

日

ま
で
に
企
画
財
政
課

‐
５
８
１
６

申
込
み
・
問
合
せ

12

（金）

52

｢

ツ
ー
ル
・
ド
・
な
が
お
か｣

Ｅ
ボ
ー
ト
長
岡
大
会

道院いもまつり
と き：９月28日(日)９時30分～ ところ：道院高原オートキャンプ場～いも畑～

参加費：小学生以上500円、幼児無料 問合せ：道院高原 ５８－２１２０



交
通
安
全
知
識
の
普
及
と
交
通
安

全
思
想
の
高
揚
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
の

習
慣
づ
け
に
よ
り
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
た
め
、
九
月
二
十
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
九
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
を
図
る
た
め
、
「
高
齢
者
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
県
民
運
動
」
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
早
め
の
点
灯
で
、
安

全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

20
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今
年
も
六
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
栃
尾

市
内
で
ホ
タ
ル
の
明
か
り
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
中
学
生
の
約
半
数
が
見
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、

栃
尾
の
夜
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
広

が
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

ホ
タ
ル
は
夜
行
性
で
、
昼
間
は
物

陰
に
じ
っ
と
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
夜
に
な
る
と
活
動
を
始
め
ま
す
。

発
光
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
交
尾
し
て
わ
ず
か
十
日

ほ
ど
の
生
涯
を
終
え
ま
す
。
昼
行
性

の
ホ
タ
ル
も
い
て
、
こ
れ
ら
は
に
お

い
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

そ
う
で
す
。

発
光
の
し
く
み
は
、
光
の
源
と
な

促
す
酵
素
が
体
の
中
を
構
成
す
る
他

の
物
質
、
酸
素
と
酸
化
反
応
し
て
光

を
つ
く
り
出
し
ま
す
。
熱
が
微
量
し

か
発
生
し
な
い
の
で
冷
光
と
呼
ば
れ

ま
す
が
、
化
学
反
応
で
あ
る
た
め
実

験
室
で
も
手
軽
に
発
光
を
再
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
自
然

の
神
秘
と
も
い
え
る
ホ
タ
ル
の
発
光

が
化
学
実
験
で
再
現
で
き
る
こ
と
は

味
気
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。

栃
尾
市
内
の
沢
の
奥
の
方
に
行
く

と
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
、
人
里

近
く
に
は
ウ
ジ
ホ
タ
ル
と
い
わ
れ
る

名
の
ホ
タ
ル
が
い
る
よ
う
で
す
。
で

も
、
実
際
に
ウ
ジ
ホ
タ
ル
と
い
う
名

の
ホ
タ
ル
は
な
く
、
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル

よ
り
も
一
回
り
小
さ
く
て
水
田
や
用

水
路
で
も
繁
殖
で
き
る
ヘ
イ
ケ
ホ
タ

ル
が
そ
の
実
態
の
よ
う
で
す
。

ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
は
一
斉
に
ゆ
っ
く

り
と
発
光
し
、
ヘ
イ
ケ
ホ
タ
ル
は
別

々
に
尾
を
引
く
よ
う
に
発
光
す
る
と

い
う
違
い
も
あ
り
ま
す
。

来
年
の
夏
ふ
た
た
び
、
栃
尾
の
夜

を
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
し
て
く
れ
る

ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
た
ち
に
会
え
る
よ
う

に
、
環
境
に
優
し
い
生
活
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。

刈
谷
田
中
学
校

本
多

多
佳
子

発光するゲンジホタル

市民総ぐるみで交通事故ゼロを願い、交通安全市民大
会を開催します。
皆さんの参加をお願いします。

９月27日(土)12時30分～15時45分（パレード中と き
止のときは12時50分～14時25分）

大会行事
（雨天中止） 13時10分～14時▽市中パレード

市民会館→谷内通り→出雲橋→刈谷田橋→市民会館
14時10分～14時40分（雨天時：12時50分～▽式 典

13時20分）、市民会館大ホール
○交通安全功労者・優良団体、交通安全作文・ポス
ター入賞者の表彰

○受賞作文の朗読 など
4時45分～15時45分（雨天時：13▽アトラクション 1

時25分～14時25分）、市民会館大ホール
○県警音楽隊などによる演奏

市内の小・中学生が描いた入選ポスターを展示しま
す。ぜひ、ご覧ください。

９月29日(月)～10月３日(金)と き
市役所市民ホールところ

総務課庶務係 ５２‐５８１５問合せ

第30回 栃尾市
交通安全市民大会

全
協
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
（
出
雲

通
り
、
八
月
八
日
）

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

156

〜
夏
の
ホ
タ
ル
〜

〈
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
〉

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月

日

〜

日

21

（日）

30

（火）

夕
暮
れ
の
道
路
を
照
ら
す
マ
ナ
ー
と
ラ
イ
ト

◆交通安全ポスター展

文化センター

ギャラリーとちお ◆俳句展 ９／18(木)～25(木)(すいかずら舎、栃の木俳壇、荷頃俳句の会)



募
集
科
目

□
高
等
学
校
以
上
卒
業
者
対
象

電
気
施
設
科
（
１
年
間
）

□
中
学
校
以
上
卒
業
者
対
象

建
築
科
・
左
官
科
（
２
年
間
）

対

象
▽
一
般
…
高
等
学
校
、
中
学
校
を

卒
業
し
た
人
（
卒
業
予
定
者
を
含

む
）
▽
推
薦
…
卒
業
予
定
者
で
高

等
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人
（
電

気
施
設
科
の
み
）

▽
一
般
…

月

日

受
付
期
間

10

16

（木）

〜

月
６
日

▽
推
薦
…
９
月

11

（木）

17

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

生
徒
募
集

日

〜

月
１
日

（水）

10

（水）

▽
一
般
…

月

日

▽

試
験
日

11

19

（水）

推
薦
…

月
８
日

10

（水）県
立
魚
沼
テ
ク

申
込
み
・
問
合
せ

ノ
ス
ク
ー
ル
〒
九
四
九
‐
七
四
一

三
堀
之
内
町
大
字
堀
之
内

０
２

５
７
９
‐
４
‐
２
４
１
０

９
月
１
日
か
ら
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

の
携
帯
電
話
基
本
使
用
料
な
ど
の
割

引
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を

対

象
受
け
て
い
る
人

障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

23
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～公民館・図書室～
利用時間10時～17時
月曜日休館

いてはまずいところに必ず
いあわせる不運の一族「イェ
ルナッツ家」に生まれてしま
ったために、ふとっちょの少
年スタンリーは、無実の罪で
砂漠の真ん中の少年院にぶち
こまれ、残酷な女所長の命令
でくる日もくる日も不毛の地
に「穴」を掘る毎日。
ある日ついにスタンリーは、

どこかにあるかもしれないイ
ェルナッツ家の〈約束の地〉
をめざして、決死の脱出を図

るが…。
５代にわたる不運をみごと大逆転する少年たちの

友情とプライドをかけた冒険物語！
ルイス・サッカー 著 講談社

＜一般書＞
陰陽師／夢枕獏、出身県でわかる人の性格／岩中祥
史、灼熱／シャンドール・マーライ、世にも美味し
い数学／古川昭夫、野生のエルザ／ジョイ・アダム
ソン、エ・アロール／渡辺淳一、臆病者／浜田文人、
口伝わが人生の辞／石原裕次郎、お台場物語／武藤
吉夫、グロテスク／桐野夏生、13ヶ月と13週と13日
と満月の夜／アレックス・シアラー、晴れときどき
拓郎／吉田拓郎

＜児童書＞
今夜は食べほうだい！／きむらゆういち、神かくし
レストラン／松谷みよ子、ダレン・シャン８／ダレ
ン・シャン、うまれたてのいろ／ほんままみ、どう
ぶつ句会／あべ弘士、きらきらひりひり／薫くみこ、
ずっこけ魔の異郷伝説／那須正幹

新刊の書棚から

穴～HOLES～

新 刊 紹 介

月
１
日
か
ら
戸
籍
の
届
け
出
に

10

の
提
示
を
求
め
ま
す

身
分
証
明
書身

分
証
明
を
持
っ
て
い
な
い
人

も
、
届
け
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
確
認
の
た
め

後
日
届
け
出
が
あ
っ
た
旨
の
通
知

を
本
人
あ
て
に
送
り
ま
す
。

ま
た
代
理
人
が
届
け
出
を
し
た

場
合
は
、
別
紙
に
住
所
・
氏
名
な

ど
を
記
入
願
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
、
パ

身
分
証
明
書

ス
ポ
ー
ト
、
顔
写
真
入
り
の
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど

市
民
課

‐
５
８
３
５

問
合
せ

52

最
近
、
第
三
者
が
本
人
に
な
り

す
ま
し
、
本
人
が
知
ら
な
い
間
に

婚
姻
な
ど
の
届
け
出
が
な
さ
れ
る

と
い
う
偽
り
の
戸
籍
届
出
事
件
が

全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
戸
籍
制
度
に
対

す
る
信
頼
性
の
確
保
と
個
人
情
報

の
保
護
の
た
め
、

月
か
ら
戸
籍

10

の
届
出
書
（
婚
姻
届
、
協
議
離
婚

届
、
養
子
縁
組
届
、
協
議
離
縁

届
）
を
持
参
し
た
人
に
対
し
、
身

分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
ま
す
。

｢

市
民
の
声
の
ひ
ろ
ば｣

を

開
設
し
て
い
ま
す

市
は
、
あ
な
た
の
『
声(

意
見
、

提
言
、
質
問)

』
を
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、｢

市
民
の

声
の
ひ
ろ
ば
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
あ
な
た
の
『
声
』
を

寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
、
手
紙
・
は
が

方

法
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど

行
政
管
理
課
広
報
広
聴

あ
て
先

係

‐
２
１
７
５

‐
３

52

FAX
52

９
９
０E-mail:voice@city.

tochio.niigata.jp

広報掲載の写真のネガをお貸しします 行政管理課 52 2175-

９
月

日

時

分
〜

と

き

21

（日）
11

30

時

分

15

30
ハ
イ
ブ
長
岡

と
こ
ろ

▽
動
物
愛
護
パ
レ
ー
ド
▽

内

容
動
物
愛
護
演
奏
会
▽
盲
導
犬
に
つ

い
て
の
講
話
、
警
察
犬
・
災
害
救

助
犬
の
実
演
▽
ス
ポ
ー
ツ
ド
ッ
グ

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
動

物
無
料
健
康
相
談
▽
飼
い
方
・
し

つ
け
指
導
▽
ふ
れ
あ
い
教
室
な
ど

県
動
物
愛
護
協
会
中
越
支

問
合
せ

部
・

‐
５
２
６
１

39

新
潟
空
港
に
は
、
ソ
ウ
ル
や
グ
ア

ム
、
上
海
・
西
安
な
ど
国
際
線
８
路

線
、
女
満
別
・
旭
川
、
大
阪
、
名
古

屋
な
ど
国
内
線
９
路
線
の
充
実
し
た

定
期
航
空
路
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
成

田
空
港
を
利
用
す
る
よ
り
、
移
動
の

時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

家
族
や
友
人
と
の
旅
行
、
会
社
の

出
張
な
ど
に
便
利
な
新
潟
空
港
を
利

用
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

２
０
０
３
動
物
愛
護

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

新
潟
空
港
を

利
用
く
だ
さ
い

22
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次
の
点
に
注
意
し
、
農
作
業
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
前
に
農
業
機
械
の
点
検
整

備
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
機
械
の
点
検
調
整
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い
ま

し
ょ
う
。

③
機
械
の
積
み
下
ろ
し
や
田
畑
へ

の
出
入
り
の
際
は
、
転
倒
・
転

落
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
の
で

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
道
路
走
行
中
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
機
械
の
構
造
と
道
路
状

況
に
見
合
っ
た
運
転
を
し
ま
し

ょ
う
。

⑤
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
点
灯
し
、

ま
た
反
射
材
な
ど
を
付
け
て
ほ

か
の
車
か
ら
確
認
し
や
す
く
し

ま
し
ょ
う
。

⑥
ゆ
と
り
あ
る
作
業
計
画
を
立
て
、

決
し
て
無
理
は
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑦
最
近
、
高
齢
者
の
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
十
分
注
意
し
作

業
し
ま
し
ょ
う
。

農
林
課
農
業
振
興
係
・

問
合
せ‐

５
８
４
７

52

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
「
廃

13

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、
野
焼

き
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
稲
わ
ら

の
焼
却
な
ど
農
業
分
野
で
は
、
一

部
例
外
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

苦
情
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
の

で
、
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
防
止
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

稲
わ
ら
焼
却
は
、
付
近
住
民
の

健
康
や
生
活
環
境
に
多
大
な
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
稲
わ
ら

は
焼
却
せ
ず
、
す
き
込
み
に
よ
り

地
力
の
維
持
・
増
強
を
行
い
、
高

品
質
・
良
食
味
の
安
定
生
産
を
目

的
と
し
た
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

ま
も
な
く
秋
の
農
繁
期
を
迎
え

ま
す
が
、
農
作
業
中
や
、
田
畑
へ

の
行
き
帰
り
の
途
中
の
公
道
上
で

の
事
故
が
こ
の
時
期
、
大
変
多
く

な
り
ま
す
。

稲
わ
ら
焼
却
防
止
!!

秋
の
農
作
業
事
故

防
止
に
つ
い
て

農
林
課

お
知
ら
せ

か
ら
の

地域探訪ツアーふるさと再発見

月 日 コース名 乗降車場所 コ ー ス 概 要

10／10 三島町・出雲崎町 西照時→寛益寺→蓮花寺の大杉9 00 9 20: :

(金) ｢三島の文化｣と｢良寛｣探訪 →天領の里(昼食)→良寛記念館夕日の丘公園東 口 劇 場
16 30 16 10: :

10／10 杜のかたらい(体験講座)→和楽美の湯(入浴可)川口町・山古志村 9 10 9 30: :

(金) →川口ヤナ場(昼食)→中山隧道→池谷闘牛場｢杜のかたらい･和楽美の 東 口 劇 場
湯｣と｢中山隧道･闘牛｣探訪 16 20 16 00: :

ずいどう

10／10 紙漉き体験→紙の美術博物館小国町・越路町 9 10 9 30: :

(金) →養楽館(昼食･入浴可)→長谷川邸→酒造会社見学｢紙の芸術｣と｢長谷川邸･越 東 口 劇 場
後の名産｣探訪 16 20 16 00: :

10／11 矢沢宰史跡めぐり→道の駅 290(昼食)見附市・栃尾市 9 10 9 30: : R
(土) →ちまき作り･炭窯見学(体験講座)｢郷土の歴史｣と 東 口 劇 場

｢道の駅 290｣探訪 16 30 16 10R : :

10／11 木喰観音堂→そば打体験･昼食→浦柄神社→慈眼寺小千谷市・長岡市 8 00:

(土) →小千谷市総合産業会館→栄凉寺｢そば打体験｣と 栃尾市役所
｢戊辰の史跡｣探訪 17 20:

10／12 和島村・与板町 住雲園→良寛の里美術館･菊盛記念美術館→昼食9 10 9 20: :

(日) ｢良寛の里｣と｢楽山苑｣探訪 →楽山苑→志保の里荘(入浴可)東 口 劇 場
16 40 16 20: :

10／12 長岡戦災資料館･市民センター→山本五十六記念館長岡市・中之島町 9 10 9 30: :

(日) →昼食→中之島夕市→れんこん掘ほか(実演講座)｢長岡戦災資料館｣と 東 口 劇 場
｢地域の特産｣探訪 16 20 16 00: :

※乗降車場所 東口：長岡駅東口、劇場：長岡市立劇場

各
コ
ー
ス

人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

定

員

40

一
人
三
千
円
（
昼
食
代
、
入
館
料
な
ど
）

参
加
費

９
月

日

（
必
着
）

申
込
締
切

26

（金）
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

申
込
み
・
問
合
せ

番
号
、
希
望
コ
ー
ス
、
乗
降
車
場
所
を
記
入
し
、
長
岡
地
域

広
域
行
政
組
合
〒
九
四
〇
‐
〇
〇
八
四
長
岡
市
幸
町
２
‐
１

‐
１
長
岡
市
役
所
幸
町
分
室
・

‐
６
０
６
７

37

市営住宅などの

空き室情報
◆スマイルハイツたいら：１戸 ◆ドリームハイツあきば：２戸

問合せ：建設課道路住宅係 ５２－５８２５



市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
ゼ
ロ

を
願
い
、
交
通
安
全
市
民
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

今
年
度
は
、

回
目
の
記
念
大
会

30

で
す
。
県
警
音
楽
隊
や
市
内
の
各
種

団
体
な
ど
総
勢
約
八
百
人
が
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
市
中
パ
レ
ー
ド
（
雨
天
中
止
）

時

分

市
民
会
館
前
演
奏

12

40
時

分

市
民
会
館
前
出
発
↓

13

10
け
や
き
通
り
↓
谷
内
通
り
↓
出

雲
橋
↓
刈
谷
田
橋
↓
中
央
公
園

前
↓
市
民
会
館
（

時
到
着
）

14

大
会
行
事

市
内
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

参
加
団
体

栃
尾
東
小
学
校
鼓
笛
隊
、
秋
葉

中
学
校
吹
奏
楽
部
、
刈
谷
田
中

学
校
吹
奏
楽
部
、
県
警
音
楽
隊

・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
・
交
通
機
動

隊
、
各
種
団
体
な
ど

▽
式

典
時

分
〜

時

分
（
パ
レ
ー

14

10

14

40

ド
中
止
の
時
は
、

時

分
〜

12

50

13

時

分
）
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

20
○
交
通
安
全
功
労
者
・
優
良
団
体
、

交
通
安
全
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
入

賞
者
の
表
彰

○
受
賞
作
文
の
朗
読

な
ど

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

時

分
〜

時

分
（
パ
レ
ー

14

45

15

45

ド
中
止
の
時
は
、

時

分
〜

13

25

14

時

分
）
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

25
○
み
ど
り
保
育
園
、
善
昌
寺
保
育

園
、
東
谷
保
育
園
の
園
児
に
よ

る
日
本
太
鼓
や
遊
戯
な
ど

○
県
警
音
楽
隊
の
演
奏

市
内
の
小
・
中
学
生
が
描
い
た
入

選
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。
「
交

通
安
全
」
に
心
を
込
め
た
力
作
ぞ
ろ

い
の
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月

日

〜

月
３
日

と

き

29

（月）

10

（金）

市
役
所
２
階
市
民
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

総
務
課
庶
務
係

問
合
せ

52

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

平成15年

9.18
□乳幼児健診

保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳児歯
科健診、２歳６カ月児歯科健
診、３歳児歯科健診では、歯
科健診がありますので健診前
に歯を磨いておいてください。
また、希望者にフッ素塗布を
実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

ちゃん木間 美奈
み な

（東が丘）
９月10日
３歳児

健診会場で

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月

15年５･６月ツベルクリン 10月１日(水)反応検査
判定・ＢＣＧ 15年５･６月10月３日(金)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
10月28日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎10月は、離乳食講習会を行います。

栄養士、保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
10月22日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
10月10日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 33-4931問合せ ▼

※事前に予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
４ カ 月 児 健 診 10月14日(火) 15年5･6月生まれ
１歳６カ月児健診 10月９日(木) 14年3･4月生まれ
２歳児歯科健診 10月16日(木) 13年10･11月生まれ

10月15日(水) 13年４月生まれ２歳６カ月児歯科健診
３歳児歯科健診 10月15日(水) 12年10月生まれ
３ 歳 児 健 診 10月８日(水) 12年6･7月生まれ

栃
尾
市
交
通
安
全
市
民
大
会

第

回
30

と

き

９
月

日

時

分
〜

時

分

27

（土）
12

30

15

45

（
パ
レ
ー
ド
中
止
の
時
は
、

時

分
〜

時

分
）

12

50

14

25

と
こ
ろ

式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
会
場
…
市
民
会
館

‐
５
８
１
５

人口 ２４,６３８人 男 １２,０４２人 女 １２,５９６人 世帯数 ７,３７７
市のようす

８月末現在

高
齢
者
雇
用
開
発
協
会
で
は
、

（財）月
を
「
高
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

10と
定
め
、
全
国
で
各
種
行
事
を
展
開

し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
も
、
こ
の
月

間
を
中
心
に
高
齢
者
の
雇
用
・
就
業

問
題
に
つ
い
て
、
広
く
理
解
と
協
力

を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ

て
き
た
豊
か
な
技
能
と
知
識
が
十
分

に
生
か
さ
れ
る
雇
用
・
就
業
機
会
の

確
保
に
つ
い
て
、
事
業
主
と
住
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 月

は

10高
齢
者
雇
用
促
進
月
間

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
・

‐

問
合
せ

32

１
１
８
１

検
察
審
査
会
は
、
本
年
７
月

日
12

に
検
察
審
査
会
法

周
年
を
迎
え
ま

55

し
た
。

検
察
官
が
被
疑
者
（
犯
人
と
思
わ

れ
る
人
）
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し

を
、
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た

人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
、

11
そ
れ
が
検
察
審
査
会
制
度
で
す
。

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

問
合
せ

・

‐
２
１
４
１

35 周
年
を
迎
え
た

55

検

察

審

査

会

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

・
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

９
月

日
ま
で

30
遺
言
書
の
作
り
方

月
１
日
〜

日

10

15

肩
こ
り
、
五
十
肩
解
消
法

月

日
〜

日

10

16

30

借
金
の
解
消
法

◆
よ
ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み

お
年
寄
り
のよ

ろ
ず
相
談

ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
無
料

で
お
受
け
し
て
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

・◎
相
談
日
程

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、

月
10

１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち
な
ん
で
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

月
１
日

〜
７
日

、

と

き

10

（水）

（火）

平
日
の
執
務
時
間
内

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

と
こ
ろ

訴
訟
、
登
記
、
供
託
な
ど

内

容
に
関
す
る
法
律
相
談

無

料

費

用

新
潟
県
司
法
書
士
会
・
０

問
合
せ

司
法
書
士
業
務
の

無

料

相

談

広報とちお おしらせ版 15.9.18 (10)|||||| |||||

長 岡 圏 域
イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp
①期日②会場③問合せ先

泪目銀座長岡公演「3つの事情」【長岡市】 ▽

①10月１日(水)男性版、10月２日(木)女性版、
中澤桂プロデュース両日とも開演19:00 ▽

①10月11日(土)開演14:00「響きあう歌声」
①▽ 三善晃プロデュース「響きあうピアノ」

10月12日(日)開演14:00
いずれも②③リリックホール・29-7711

①10月５日(日)②小【小千谷市】 ▽ 牛の角突き
おぢゃれ千谷闘牛場③商工観光課・83-3512 ▽

①10月18日(土)開演19:00②社会教育課寄席
・82-9111

①10月４日【見附市】 ▽ 辛島美登里コンサート
(土)開演19:00②③文化ール・63-5321

津軽三味線「吉田兄弟」コンサ【中之島町】 ▽

①10月５日(日)開演18:30②③町民文化ート
センター・66-1310 ①10月19日▽ 産業まつり
(日)②役場裏ほか③産業課・61-2015

①10月12日(日)②【越路町】 ▽ こしじ秋まつり
役場周辺③企画振興課・92-5902

①10月12日(日)②天【出雲崎町】 ▽ 天領まつり
奥の細領の里ほか③企画振興課・78-2291 ▽

①10月18日(土)②中央公民道天の河俳句大会
館③教育委員会・78-2250

①10月４日(土)～【小国町】 ▽ 陶芸・絵手紙展
30日(木)②小国芸術村会館③教育委員会・95
-5911

①10月12日(日)②池谷【山古志村】 ▽牛の角突き
闘牛場③産業課・59-2330

相談種別 相談時間 相談日
よろず相談 9 00～17 00 毎週月～金曜日: :
専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日
医 療 13 30～15 30 第１水曜日: :
痴 呆 14 00～16 00 第３水曜日: :
公的年金･保険 13 30～15 30 第１火曜日: :
税 金 10 00～12 00 第２金曜日: :
健康・介護 10 00～16 00 第２木曜日: :
※９月15日(祝)の法律相談は16日(火)に変更

死者 傷者交通事故
８月 5件

15年累計 38件

1 人

1 人

5人

40人
～ドライバーは早めにライトの点灯を、

歩行者は反射材・明るい服装で交通安全 ～！



９
月

日
〜

月

日
の

と

き

10

11

26

毎
週
水
曜
日
全

回
、
い
ず
れ
も

10

時

分
〜

時

分
（
た
だ
し

19

30

21

30

９
月

日

は

日

に
変
更
）

24

（水）

25

（木）

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

内

容
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

栃
尾
市
体
育
指
導
委
員

講

師

市
内
在
住
・
在
勤
の

対
象
・
定
員

人
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

20

千
五
百
円
（
保
険
料
）

参
加
費

参
加
費
を
添
え

申
込
み
・
問
合
せ

て
総
合
体
育
館
・

‐
５
５
７
１

52

羊
毛
を
紡
い
で
糸
に
し
、
マ
フ
ラ

お
り
な
す
手
織
り
講
座

ウ
ー
ル
を
紡
い
で
織
る

教
室
・
講
座

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ー
や
服
地
な
ど
、
好
き
な
物
を
作
る

講
座
で
す
。

月

日
・

日
、

月

と

き

10

11

25

11

８
日
・

日
、

月
６
日
・

日
、

15

12

20

い
ず
れ
も
土
曜
日
の

時
〜

時

10

15

お
り
な
す
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

歳
以
上
で
作
品
が
完
成

対

象

18

す
る
ま
で
通
え
る
人

８
人
（
先
着
順
）

定

員

初
心
者
六
千
円
（
材
料
費

受
講
料

込
み
）
、
経
験
者
四
千
円
（
材
料

費
別
途
）筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

持
ち
物

ゴ
ム
手
袋

９
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

24

（水）

ら
受
講
料
を
添
え
て
お
り
な
す
・

‐
１
３
３
１
（
電
話
で
の
仮
申

51込
み
も
可
）

◆
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
講
座
」

パ
ソ
コ
ン
の
仕
組
み
や

内

容
周
辺
機
器
の
設
定
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
の
基
本
操
作
を
学
習
し

ま
す
。

／
７

・
９

・

と

き

10

（火）

（木）

14

、
い
ず
れ
も

時
〜

時

（火）

19

21

二
千
円

受
講
料

◆
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
入
門
講
座
」

初
心
者
向
け
で
、
文
字

内

容
の
大
き
さ
や
形
の
変
更
な
ど
を

お
り
な
すパ

ソ
コ
ン
講
座

学
習
し
ま
す
。

／

・

・

と

き

10

16
（木）

21
（火）

23

、
い
ず
れ
も

時
〜

時

（木）

19

21

二
千
円

受
講
料

い
ず
れ
も

人(

先
着
順)

定

員

20

※
受
講
料
の
ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
が

必
要

開
催
日
７
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

な
す
・

‐
１
３
３
１

51

市
外
の
美
術
館
や
資
料
館
を
巡
っ

て
、
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。

月

日

市
民
会
館
前

と

き

10

25

（土）

９
時
出
発
・

時
到
着

16

▽
万
代
島
美
術
館
・
朱
鷺

行
き
先

メ
ッ
セ
（
開
館
記
念
特
別
展
「
オ

ラ
ン
ダ

世
紀

市
民
の
時
代

フ

17

ラ
ン
ス･

ハ
ル
ス
と
ハ
ー
ル
レ
ム

の
画
家
た
ち｣

）
▽
せ
ん
べ
い
王

国
（
お
煎
餅
の
歴
史
、
製
造
工
程

の
資
料
な
ど
）

歳
以
上
の
市
内
在
住
・

対

象

18

在
勤
の
人三

千
円
（
入
館
料
、
昼
食

参
加
費

代
な
ど
）

人
（
先
着
順
）

定

員

25

９
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

20

（土）

ら
参
加
費
を
添
え
て
美
術
館
・
53

‐
６
３
０
０

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

私
は
、
病
気
で
体
に
重
い
障
害

Ｑ
が
残
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
場
合

に
は
、
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
る

と
聞
き
ま
し
た
。
本
当
で
し
ょ
う

か
？国

民
年
金
加
入
中
に
初
診
日

Ａ
（
治
療
を
は
じ
め
て
受
け
た
日
）

が
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
で
、
障
害
の

程
度
が
一
定
以
上
で
あ
れ
ば
、
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
は
、

歳
未
満
の
人
に

20

加
入
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先

天
的
な
障
害
や

歳
前
に
障
害
者

20

に
な
っ
た
場
合
は
支
給
対
象
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
厚
生
年
金
加
入
中
の
障

害
で
あ
れ
ば
、
障
害
厚
生
年
金
の

支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
払

Ｑ

ちょっと教えて

？
Ｑ Ａ＆
国民年金

障
害
年
金
に
つ
い
て

年
金
保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て

え
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
？

申
請
に
よ
り
、
全
額
ま
た
は
半

Ａ
額
を
納
入
免
除
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定

基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件

で
す
。
な
お
、
失
業
な
ど
に
よ
り

離
職
し
た
場
合
は
、
所
得
額
の
判

定
で
特
例
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
学
生
に
は
、
在
学
中
の
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
に
出
て
か

ら
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
に
年
金
相
談

Ｑ
を
し
た
い
の
で
す
が
、
長
岡
市
ま

で
行
く
の
が
大
変
で
す
。
何
か
良

い
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

毎
月
一
回
市
役
所
で
開
催
さ
れ

Ａ
る
、
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
職
員

に
よ
る
定
例
年
金
相
談
を
利
用
く

だ
さ
い
。毎

月
第
３
水
曜
日

時
〜

と

き

10

時
（

時
〜

時
は
休
み
）

15

12

13

市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

と
こ
ろ

※
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
年
金
手
帳

や
厚
生
年
金
加
入
歴
の
メ
モ
を
持

参
す
る
と
、
よ
り
正
確
に
説
明
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
課
国
保
年
金
係

問
合
せ

・

‐
５
８
３
５

52

年
金
相
談
日
に
つ
い
て

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 15.9.18

杜
々
の
森
「
ア
ト
レ
と
ど
」

展
示
コ
ー
ナ
ー

「
風
・
か
ぜ
」
の
書
作
品

（
栃
尾
市
書
道
会
）

／
３

〜

10

（金）

13
（祝）

県立近代美術館開館10周年記念

大倉集古館名品展
と き：10月18日(土)～11月９日(日) 展示替 11月11日(火)～30日(日)

観覧料：一般1,000円、大学･高校生800円など 問合せ： 28 4111-

○
建
物
を
取
り
壊
し
た

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
、
早
め
に

税
務
課
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
建
て
替
え
の
場
合
は

結
構
で
す
。(

建
築
後
の
調
査
に
伺

っ
た
際
に
い
た
だ
き
ま
す
）

…
建
物
所
有

届
け
出
に
必
要
な
も
の

者
の
印
鑑

※
次
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
対
象

か
ら
除
か
れ
ま
す
。

○
未
登
記
の
建
物
所
有
者
が
変
わ
っ
た

未
登
記
の
建
物
所
有
者
が
相
続
・

贈
与
・
売
買
な
ど
の
理
由
に
よ
り
変

わ
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
税
務
課
窓

口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。(

届
け

出
が
な
い
と
、
市
は
変
更
し
た
こ
と
が

固
定
資
産

こ
ん
な
時
は
届
け
出
を

分
か
り
ま
せ
ん
）

…
新
旧
所
有

届
け
出
に
必
要
な
も
の

者
の
印
鑑

※
次
年
度
か
ら
新
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

○
固
定
資
産
所
有
者
が
死
亡
し
た

所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
相
続

人
の
中
か
ら
代
表
者
一
人
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。(

そ
の
代
表
者
に
納
税

を
お
願
い
し
ま
す
）
代
表
者
が
決
ま

り
し
だ
い
税
務
課
窓
口
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。(

相
当
の
期
間
届
け

出
が
な
い
場
合
は
、
市
が
代
わ
っ
て

代
表
者
一
人
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

こ
の
届
け
出
で
は
、
所
有
者
の
変

更
（
相
続
登
記
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

…
相
続
人
の

届
け
出
に
必
要
な
も
の

印
鑑

※
次
の
納
期
分
か
ら
相
続
人
代
表
者

に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
課
資
産
税
係
・

‐

問
合
せ

52

５
８
３
７

学
校
や
家
庭
、
保
育
園
な
ど
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
で
き
る
よ

り
よ
い
親
子
や
家
族
の
あ
り
方
、
子

育
て
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提

供
・
情
報
交
換
の
場
で
す
。

毎
月
第
２
土
曜
日

時

と

き

13

30

分
〜

時
、
毎
月
第
４
金
曜
日

15

10

時
〜

時

分

11

30
年
額
千
円
（
通
信
費
）

会

費

青
少
年
育
成
セ

申
込
み
・
問
合
せ

ン
タ
ー
（
長
谷
川
）
・

‐
１
１

52

１
７

‐
１
９
２
２

FAX
52

中
学
生
や
高
校
生
、

歳
未
満
の

20

青
少
年
本
人
と
そ
の
家
族
が
抱
え
て

い
る
学
校
や
職
場
、
家
庭
、
地
域
、

友
人
、
自
分
自
身
の
こ
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
メ
ー
ル
で
応
じ
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

ikusei@city.tochio.jp

メ
ー
ル

二
十
一
世
紀
子
育
て
塾

「
栃
尾
み
ら
い
の
会｣

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

メ
ー
ル
相
談

広報とちお おしらせ版 15.9.18 (2)|||||| |||||

毎年約6,000人が血液疾患により、白血
病や重症再生不良性貧血などを発症して
います。骨髄移植はこれらの患者に有効
な治療法です。
移植をするには、患者と骨髄提供者(ド

ナー)の白血球の型が一致しなければなり
ませんが、この確立はたいへん低いため、
多くのドナーを募る必要があります。
患者に生きる希望を与えるのは、あな

たの優しさと勇気による「ドナー登録」
です。
ドナー登録は予約制です
長岡保健所 毎月第１･３･５火曜日の
８時30分～12時 ・３３－４９３２

(財)骨髄移植推進財団問合せ
・０１２０‐４４５‐４４５

骨髄バンクに
協力ください

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の

風
邪
に
比
べ
て
重
症
化
す
る
こ
と

が
多
く
、
特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾

患
患
者
の
死
亡
率
が
高
く
な
り
ま

す
。
予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

市
は
、
初
診
料
な
ど
を
負
担
し
、

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

…
栃
尾
市
に
住
民

満

歳
以
上

65登
録
・
外
国
人
登
録
し
て
い

る
人

…
心
臓
や
じ

歳
〜

歳
未
満

60

65

ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の

あ
る
人
で
、
身
体
障
害
者
一

級
の
人
か
厚
生
労
働
省
の
基

準
を
満
た
し
た
人

接
種
を
希
望
す
る
人

接
種
方
法医

療
機
関
に
予
約
し
受
け

は
、

て
く
だ
さ
い
。月

１
日
〜
平
成

接
種
期
間

10

16

年
３
月

日
。
標
準
的
接
種
期

31

限
は

月

日
ま
で
で
す
。

11

30
（
五
十
音
順
）

医
療
機
関

・

‐
２
２
４
８

▽
荒
井
医
院

52

▽
お
お
た
け
小
児
科

・

‐
１
３
１
１

51

▽
木
村
ク

・

‐
５
７
７
５

51

▽
く
つ
わ
だ
内
科
医
院

・

‐
２
７
６
９

52
・

‐
２
３
０
４

▽
坂
井
医
院

52
・

‐
５
８
２
８

▽
関
内
科
医
院

52
・

‐
２
１
８
１

▽
栃
尾
郷
病
院

52
‐
６
１
０
０

▽
樋
口
醫
院

・
51

※
市
外
の
医
療
機
関
を
希
望
す
る
人

は
、
接
種
が
で
き
る
か
ど
う
か
確

認
し
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

千
五
十
円
（
医
療
機

自
己
負
担
額

関
の
窓
口
で
支
払
う
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
。
た
だ
し
、

市
発
行
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

そ
の
他

・
接
種
の
際
は
、
保
険
証
な
ど
の
生

年
月
日
を
確
認
で
き
る
も
の
、
健

康
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
60

歳
〜

歳
未
満
）
を
持
参
く
だ
さ

65

い
。

・
接
種
を
受
け
る
に
は
、
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
予
防
接
種
」
に
つ
い

て
十
分
理
解
し
た
上
、
予
診
票
の

記
入
と
、
医
師
の
診
察
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
困
難
と
思
わ
れ
る
人

は
、
家
族
な
ど
を
同
伴
願
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
保
健
予
防
係

問
合
せ

・

‐
５
８
３
６

52

希
望
す
る
高
齢
者
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

男女平等推進対話集会
長岡in

と き：10月９日(木)13時30分～16時 ところ：長岡市立劇場

問合せ：県男女平等社会推進課 025 280 5142- -



健
康
と
美
容
の
た
め
、
あ
な
た
も

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
い
い
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

月
〜
平
成

年
３
月
の

と

き

10

16

毎
週
火
・
木
曜
日
、
い
ず
れ
も
19

時

分
〜

30

総
合
体
育
館
「
ゲ
ー
ト
ボ

と
こ
ろ

そ
の
他

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
サ
ー
ク

ル
と
ち
お
メ
ン
バ
ー
募
集

ー
ル
場
」

募
集
人
数

人
程
度

火
曜
日
コ
ー
ス

10若
干
人

木
曜
日
コ
ー
ス

六
千
円

参
加
費

ス
ト
レ
ッ
チ
用
バ
ス
タ
オ

持
ち
物

ル
、
飲
み
物

９
月
も
練
習
を
週
２
回
同

申
込
み

会
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月
中

に
連
絡
先
を
明
記
し
た
メ
モ
に
参

加
費
を
添
え
て
練
習
会
場
ま
で

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
サ
ー
ク

問
合
せ

ル
と
ち
お
（
諸
橋
）

０
８
０
‐

５
２
２
３
‐
９
６
１
６

出
発
日
・
対
象

９
月
８
日
〜

月

月
８
日

10

（水）

11

８
日
の
更
新
者
（
栃
尾
警
察
署

バ
ス
停
９
時
発
）月

日
〜

月

月

日

11

19

（水）

10

19

12

日
の
更
新
者

19

往
復
千
円

負
担
金

出
発
日
の
２
日

申
込
み
・
問
合
せ

前
ま
で
に
交
通
安
全
協
会

‐
52

５
２
１
３

い
ろ
い
ろ
な
天
体
望
遠
鏡
で
土
星
、

天
王
星
や
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
雲
、
ス

バ
ル
な
ど
の
天
体
を
観
察
し
ま
す
。

月

日

時
〜

時

と

き

10

18

（土）
19

21

分
（
曇
天
時
は
、

時

分
ま

30

20

30

で
）

旧
入
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

と
こ
ろ

ド

（
寒
沢
地
内
）

市

民

対

象

無

料

参
加
費

ベ
タ
曇
り
、
雨
天
は
中
止
、

そ
の
他

ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
星
座
を
説
明
、

防
寒
の
準
備
が
必
要

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

星
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
斎

問
合
せ

藤
）

‐
２
７
８
４

52

優
良
運
転
者
の
免
許
更
新
に

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

天
体
観
察
会

新
金
橋
架
替
工
事

か

け

か

え

の
お
知
ら
せ

｢

交
通
規
制
変
更｣

９
月

日
か
ら

年
３
月
ま
で
、
新
金
橋
が
全
面
通
行
止
め
に
な

22

17

り
ま
す
。
歩
行
者
は
仮
歩
道
橋
へ
、
車
は
迂
回
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
橋
台
工
事
の
た
め
９
月

日
か
ら

月
末
ま
で
市
役
所
側

22

12

の
市
道
が
、

年
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
新
町
側
の
市
道
が
、
そ
れ

16

ぞ
れ
車
両
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
通
り
抜
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

建
設
課
都
市
計
画
係

‐
５
８
２
５

問
合
せ

52

９月22日～12月末
までの間、車での
来庁は金町通りを
利用ください。

交通規制にご協力ください
９月22日～17年３月

月
８
日

時

10

（水）
15

国
道

号
栃
尾
東
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

290
〜
待
望
の｢

と
ち
お
大
橋｣

が
完
成
〜

平
成

年

月
か
ら
建
設
が
進

12

12

め
ら
れ
て
き
た
、
待
望
の
「
と
ち

お
大
橋
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
。
国

道

号
栃
尾
東
バ
イ
パ
ス
建
設
工

290
事
が
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

月
８
日
、

時

分
か
ら
開

10

11

30

通
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
安
全
施

設
の
最
終
点
検
な
ど
を
行
い
、
15

時
か
ら
歩
行
者
お
よ
び
一
般
車
両

の
通
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

建
設
課

問
合
せ

52
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開通を待つ｢とちお大橋｣

‐
５
８
２
５

10月から全国で住宅・土地統計調査が行われます。
調査員が調査票を持って伺いますので、協力ください。

月
４
日

９
時
〜

時

と

き

10

（土）

12

分
（
小
雨
決
行
・
雨
天
時
内
容

30変
更
あ
り
）
文
化
セ
ン
タ
ー
集
合

・
解
散

栄
町
ふ
な
っ
こ
広
場
（
鳩

と
こ
ろ

峰
の
う
ら
）

小
学
３
年
生
以
上

対

象

人
（
先
着
順
）

定

員

20五
百
円
（
保
険
料
、
食
事

参
加
費

代
、
材
料
費
な
ど
）

飲
み
物
、
虫
除
け
な
ど

持
ち
物

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴

そ
の
他

あ
そ
び
じ
ゅ
く
　

つ
り
と
秋
の
山
あ
そ
び
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
着
用
の
こ
と
。
会
場
ま
で

分
40

程
度
の
山
道
を
歩
き
ま
す
。

９
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

25

（木）

ら
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
52

２
０
２
０

昔
話
を
育
ん
だ
栃
尾
の
風
景
を
眺

め
な
が
ら
、
地
元
に
ち
な
ん
だ
語
り

を
し
て
巡
り
ま
す
。

月

日

時
〜

時

と

き

10

18

（土）
10

15

分

文
化
セ
ン
タ
ー
前
集
合
・

30解
散

と
ち
お
昔
ば
な
し
巡
り

馬
市
小
路
、
新
山
、
中
野

と
こ
ろ

俣
、
杜
々
の
森
、
秋
葉
山
な
ど

千
円
（
食
事
代
な
ど
）

参
加
費

人
（
先
着
順
）

定

員

25

月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

10

24

（金）

ら
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
52

２
０
２
０

大
人
２
点
以
内
、
小
学

募
集
点
数

生
以
下
１
点

大
人
一
点
三
百
円
、
小
学

出
品
料

生
以
下
無
料

か
ぼ
ち
ゃ
の
な
い
人
に
は
、

そ
の
他

一
個
三
百
円
か
ら
販
売
し
ま
す
。

月
７
日

ま

応
募
先
・
問
合
せ

10

（火）

で
に
公
民
館
で
配
付
中
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
公
民
館

52

月

日

時
〜

と

き

11

16

（日）
14

市
民
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

と
こ
ろ

市
内
で
活
動
し
て
い
る
音

対

象
楽
団
体
ま
た
は
個
人

無

料

参
加
費

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

10

10

（金）

で
に
公
民
館

‐
２
０
２
０

52

｢

栃
尾
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ｣

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

と
ち
お
音
楽
祭
'03

出
演
者
募
集

農
地
を
住
宅
や
工
場
な
ど
の
敷
地
、

資
材
置
場
、
駐
車
場
、
養
鯉
池
、
植

林
な
ど
の
目
的
で
農
地
以
外
の
用
途

に
転
換
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
県

知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◆
農
振
法
と
都
市
計
画
法

転
用
し
よ
う
と
す
る
農
地
が
農
振

農
用
地
区
域
内
に
あ
る
場
合
は
そ

の
区
域
除
外
（
農
振
法
）
が
、
ま

た
開
発
行
為
の
許
可
を
要
す
る
建

築
物
の
建
築
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

そ
の
許
可
（
都
市
計
画
法
）
が
必

要
で
す
。

◆
農
地
法
第
四
条

農
地
の
所
有
者
が
自
ら
転
用
す
る

場
合

◆
農
地
法
第
五
条

農
地
の
所
有
者
以
外
の
人
が
農
地

を
買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
て
転

用
す
る
場
合

農
地
法
第
四
条
・
五
条
の
許
可
を

得
て
、
農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
に

転
用
の
手
続
き

農
地
転
用
と
地
目
変
換

変
更
す
る
た
め
、
所
有
者
な
ど
が
地

目
変
更
登
記
の
申
請
を
す
る
場
合
、

登
記
申
請
書
に
農
業
委
員
会
会
長
の

転
用
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
転
用
者
か
ら
の

「
農
地
転
用
事
実
確
認
願
」
に
よ
り

発
行
さ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
転
用
証
明
願
を
受

理
す
る
と
、
農
業
委
員
二
名
以
上
で

現
地
調
査
を
実
施
し
転
用
目
的
が
実

現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

な
お
、
転
用
事
実
の
確
認
を
受
け

な
い
ま
ま
転
用
目
的
以
外
の
目
的
に

使
用
す
る
場
合
は
、
用
途
変
更
承
認

申
請
が
必
要
で
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

自
ら
の
農
地
で
あ
っ
て
も
許
可
な

く
農
地
を
転
用
し
た
場
合
は
、
工
事

を
中
止
さ
せ
、
も
と
の
農
地
に
復
元

さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
三

年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会

問
合
せ

52

無
断
転
用
に
は
罰
則

な
く
そ
う
農
地
の
無
断
転
用

市
内
の
各
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
芸

能
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

月
５
日

時
開
場
、

時

分
〜

時

分

と

き

10

（日）
13

13

30

16

15

市
民
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

と
こ
ろ

民
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
昔
語
り
、
伝
統
芸
能

ほ
か

内

容

市
内

出
演
予
定
団
体

公
民
館
分
館
、
市
内

各
民
踊
団
体
、
社
会

福
祉
協
議
会
「
歌
声

教
室
」
、
公
民
館
か

た
り
べ
教
室
・
子
ど

も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教

室

ほ
か公

民
館

問
合
せ

52

市民芸能祭
広報とちお おしらせ版 15.9.18 (4)|||||| |||||

日ごろの練習成果を発表する
出演者(昨年の様子)

‐
２
０
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‐
２
０
２
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‐
２
１
５
３

10月は労働保険適用促進月間 「思わぬ労災 予期せぬ失業スローガン
しっかりサポート労働保険」



新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

（財）
は
、
金
融
や
不
動
産
、
相
続
、
医
療
、

教
育
、
健
康
、
園
芸
な
ど
、
暮
ら
し

全
般
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
に
、
専
門

家
が
手
紙
で
答
え
る
相
談
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

無

料

相
談
料

相
談
内
容
と
返
信
用
封

相
談
方
法

筒
を
同
封
し
、
相
談
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚

相
談
先

（財）

生
財
団
「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

室
」
係
〒
九
五
一
‐
八
五
六
五
新

潟
市
寄
居
町
３
３
２
‐
３
８
労
働

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

金
庫
本
店
内

０
２
５
‐
２
２
８

‐
３
４
１
１

http://www.nii
gata-rokin.or.jp

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
漢
文
作
成
講
座

月

日
〜

年
２
月

と

き

10

24

16

20

日
の
毎
週
金
曜
日
、

時

分
〜

13

30

時
15

長
岡
明
徳
高
校
の
教
室

と
こ
ろ

社
会
人
でWindows98

以

対

象
降
の
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ

て
い
る
人
。
な
お
か
つ
自
宅
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
で
き
る
人

人
（
先
着
順
）

定

員

20五
千
円
（
教
材
費
含
む
）

受
講
料

長
岡
明
徳
高
校

社
会
人
向
け
講
座

月
７
日

〜

申
込
み
・
問
合
せ

10

（火）

日

の
９
時
〜

時
、

時
〜

17

（金）

12

13

時
ま
で
に
受
講
料
を
添
え
て
長

16岡
明
徳
高
校

‐
５
８
２
１

33

県
で
は
、
都
市
計
画
の
目
標
、
主

要
な
都
市
計
画
の
決
定
方
針
な
ど
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
都
市
の
将

来
像
を
明
確
に
す
る
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
を
ま
と
め

ま
し
た
。

住
民
の
意
見
を
聴
く
公
聴
会
に
参

加
く
だ
さ
い
。月

日

時
〜

と

き

10

21

（火）
19

長
岡
造
形
大
学

と
こ
ろ

市

民

対

象

傍
聴
希
望
者
は

時

分

そ
の
他

18

30

か
ら

時
ま
で
に
会
場
で
受
け
付

19

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員

人
200

（
先
着
順
）

月
１
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

10

（水）

で
に
任
意
の
様
式
に
意
見
の
要
旨

と
そ
の
理
由
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
県
土
木
部
都

市
政
策
課
都
市
計
画
係
〒
九
五
〇

‐
八
五
七
〇
新
潟
市
新
光
町
４
番

地
１

０
２
５
‐
２
８
５
‐
５
５

１
１
内
線
３
３
３
２

０
２
５
‐

FAX

２
８
５
‐
０
６
２
４E-mail:t1

600107@mail.pref.niigata.jp

都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
広
聴
会

市
町
村
合
併
説
明
会

期

日

会

場

対

象

地

区

９
月

日

守
門
の
里

鴉
ヶ
島
、
水
沢
、
岩
野
、
楡
原

27

（土）

月
３
日

皆
楽
荘

栃
倉
、
吉
水
、
上
樫
出

10

（金）

月
４
日

下
塩
小
学
校

下
樫
出
、
山
口
、
二
ツ
郷
屋
、
熊
袋
、
二
日

10

（土）

町
、
下
塩
、
人
面
、
文
納
、
山
屋
、
明
戸

※
時
間
は
い
ず
れ
も

時
〜

時
。
都
合
の
良
い
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

19

21

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
市
町
村
合
併
に
関
す
る
説
明
会
を
、
開
催
し

て
い
ま
す
。
説
明
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

ひとり親家庭同士の交流・親睦を目的
に日帰り旅行を実施します。
昼食はバーベキューを予定しています。

気軽に参加ください。
11月３日(祝)９時～17時30分、と き

市民会館前集合・解散
胎内平(ポニー牧場、胎内フラ行き先

ワーパーク、昆虫の家)
ひとり親家庭の親子 15組40人対 象

程度(先着順)
参加費(当日持参のこと)
大人2,000円 子ども1,000円
申込み・問合せ
９月29日(月)から10月10日(金)までに
社会福祉協議会 ５２－５８９５

ひとり親家庭
ふれあい旅行

最
近
、
市
民
あ
て
に
お
金
を
借

り
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

債
権
回
収
業
者
か
ら

「
一
括
返
済
催
告
書
」

「
支
払
勧
告
通
知
書
」

「
最
終
通
告
書
」

な
ど
の
封
書
・
ハ
ガ
キ
が
送
り
届

け
ら
れ
る
事
案
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
次
の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ

さ
い
。

　
請
求
書
が
届
い
て
も
無
視
し
、

支
払
わ
な
い

　
業
者
に
は
絶
対
に
電
話
し
な
い

！

注
意金

銭
ト
ラ
ブ
ル
対
応

|||||| |||||(7) 広報とちお おしらせ版 15.9.18

（
連
絡
す
る
こ
と
で
電
話
番
号

が
知
ら
れ
る
）

　
今
後
の
た
め
に
、
届
い
た
書
類

は
捨
て
な
い
で
保
管
し
て
お
く

　
根
拠
の
な
い
悪
質
・
強
引
な
取

り
立
て
は
、
警
察
に
届
け
出
る

相
談
先

▽
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や

悪
質
商
法
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

月
〜
金
曜
日
・
日

相
談
時
間

曜
日
、
い
ず
れ
も

時
〜

10

16

時

分
30

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

▽
商
工
観
光
課

52

▽
栃
尾
警
察
署

53
‐
５
８
２
７

‐
０
１
１
０

さつまいも掘り
まつり

と き：10月11日(土)・12日(日)・13日(祝)、いずれも９時～16時 参加費：１株100円

ところ：山内原(のぼり旗が目印) 問合せ：畑の会(中村) 53 6483-

９
月

日

７
時
〜

時

と

き

28

（日）

11

小
学
生
以
上

対

象

小
向
橋
下
流
〜
大
川
戸
橋

と
こ
ろ

東
谷
克
雪
セ
ン
タ
ー
前

大
会
本
部

一
般
・
高
校
生
…
二
千
五

参
加
費

百
円
（
当
日

三
千
円
）
、
中
学

生
…
千
五
百
円
、
小
学
生
…
千
円

９
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

26

（金）

栃
尾
マ
ス
釣
り
大
会

で
に
参
加
費
を
添
え
て
ポ
ス
タ
ー

掲
示
釣
具
店
、
協
賛
店
ま
た
は
栃

尾
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

‐
52

１
５
４
８

月
５
日

９
時
〜

時

と

き

10

（日）

12

平
中
野
俣

と
こ
ろ

塩
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー

集

合
ブ
ナ
・
ド
ン
グ
リ
の
植
樹

参
加
者
募
集

（
大
野
原
）
に
９
時
集
合

長
靴
、
作
業
服
姿
、
ス
コ

持
ち
物

ッ
プ
、
雨
具
、
お
に
ぎ
り
な
ど

（
お
汁
を
用
意
し
ま
す
）

一
人
百
円
（
保
険
料
）

参
加
費

ぶ
な
の
楽
校

申
込
み
・
問
合
せ

（
片
山
）

‐
９
５
２
２

52

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。

月
は
加
入
促
進
月
間
で
す
。
安

10
全
・
確
実
・
有
利
で
、
管
理
が
簡
単

な
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

問
合
せ

業
本
部

０
３
‐
３
４
３
６
‐
０

１
５
１

月
１
日
〜
７
日
は
、
全
国
労
働

10
安
全
週
間
で
す
。
事
業
所
に
お
け
る

自
主
的
労
働
衛
生
管
理
活
動
を
通
じ

て
、
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と

快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

県
産
業
労
働
部
労
政
雇
用
課

問
合
せ０２

５
‐
２
８
０
‐
５
２
５
９

全
国
労
働
衛
生
週
間

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
加
入
促
進
月
間

栃
尾
市
美
術
館

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
美
術
館
所
蔵

ク
レ
マ
ン
ソ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

｢

香
合
の
美｣

展
10月10日(金)
～11月16日(日)
開館時間
9 00～17 00: :
(発券は まで)16 30:
５３－６３００

「
香
合
」
は
、
香
料
を
入
れ
る

こ

う

ご

う

蓋
付
き
の
小
さ
な
器
で
す
。
日
本

で
は
茶
道
具
の
一
つ
と
し
て
使
用

さ
れ
、
茶
の
湯
の
発
達
と
と
も
に

形
や
デ
ザ
イ
ン
に
趣
向
を
こ
ら
し

た
種
々
の
香
合
が
全
国
各
地
の
窯

で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
美

術
館
が
所
蔵
す
る
三
千
点
に
も
及

ぶ
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
京
焼
・

国
焼
・
染
付
な
ど
を
中
心
に
桃
山

時
代
の
志
野
・
織
部
ま
で
を
も
含

む
香
合
の
み
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、

そ
の
質
の
高
さ
、
種
類
の
豊
富
さ
、

点
数
に
お
い
て
も
ま
さ
に
世
界
一

の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
中
か
ら
際
だ
っ

た
約
五
百
七
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

小
さ
く
て
か
わ
い
ら
し
い
香
合
に

凝
縮
さ
れ
た
日
本
の
美
を
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

観
覧
料

一

般
…
七
百
円

大
学
・
高
校
生
…
五
百
円

中
学
生
以
下
…
無
料

月
曜
日
。
た
だ
し
、

休
館
日

10

月

日

・

月
３
日

は
開

13

（祝）

11

（祝）

館
し
、

月

日

・

月
４

10

14

（火）

11

日

は
休
館
し
ま
す
。

（火）

秋
の
お
茶
席

月

日
・

日
、

と

き

10

12

26

月
９
日
・

日
。
い
ず
れ

11

16

も
日
曜
日

時
〜

時
こ
ろ

10

15

美
術
館
１
階

と
こ
ろ

二
百
円
（
抹
茶
、
菓

茶
席
券

子
）

公
民
館
裏
千
家
茶
道

協

力
教
室
の
皆
さ
ん

<

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト>

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
国
土

の
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用

の
確
保
を
図
る
た
め
、
法
定
面
積

（
都
市
計
画
区
域
…
五
千
　
、
都

市
計
画
区
域
以
外
…
一
万
　
）
以

上
の
土
地
取
引
（
売
買
、
交
換
、

営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁

済
な
ど
）
を
行
っ
た
場
合
、
契
約

締
結
日
（
予
約
を
含
む
）
か
ら
２

週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す
る
市

町
村
を
経
由
し
て
県
知
事
に
届
出

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
届
出
用
紙
は
、
市
役
所

に
あ
り
ま
す
。

１

国
土
法
の
届
出
と
は

※
個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
く
て

も
、
土
地
の
総
面
積
が
法
定
面

積
以
上
に
な
る
場
合
は
、
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

土
地
に
か
か
る
契
約
（
予
約
）

を
し
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
届

出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届

出
を
す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

企
画
財
政
課
企
画
調
整

問
合
せ

係

‐
５
８
１
６

詳
し
く

52

は
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(htt

p://www.pref.niigata.jp
/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２

届
出
を
し
な
い
と

月
は
『
土
地
月
間
』

10一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
は
届
出
が
必
要
で
す
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美術館休館のお知らせ 10月６日(月)～９日(木) 53ｰ6300…展示替えのため



自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
お
お
む
ね

％
軽
減

50

｢

低
公
害
車(

電
気
、
可
燃
性
天
然

ガ
ス
、
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車)｣

と

｢

低
排
出
ガ
ス
認
定
レ
ベ
ル(

☆
☆

☆)

＋
低
燃
費
車｣

の
み
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
軽
減
期
間
は
新
車
新
規
登

録
の
翌
年
度
か
ら
１
年
間
（
平
成
15

年
度
新
車
新
規
登
録
→
平
成

年
度

16

軽
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

●
お
お
む
ね

％
税
率
ア
ッ
プ

10

平
成

年
度
の
新
車
新
規
登
録
か

15

ら
一
定
年
数
（

〜

年
）
を
経
過

11

13

し
た
環
境
負
荷
の
大
き
な
自
動
車

長
岡
県
税
事
務
所

‐

問
合
せ

38

２
５
１
０

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
・
種
類
・
受
付
期
間

月

日

…
甲
種
・
乙
種
第
１

11

26

（水）

・
２
・
３
・
５
・
６
類
・
丙
種
、

月

日

〜

日

10

17

（金）

29

（水）

月

日

…
乙
種
第
４
類
、

11

27

（木）

10

月

日

〜

日

17

（金）

29

（水）

年
２
月

日

…
乙
種
第
４
類

16

27

（金）

・
丙
種
、
１
月

日

〜

日

19

（月）

30

（金）

自
動
車
税
の

グ
リ
ー
ン
化
税
制

危
険
物
取
扱
者
・

消
防
設
備
士
試
験

◆
消
防
設
備
士
試
験

試
験
日
・
種
類
・
受
付
期
間

月

日

…
甲
種
全
類
・
乙
種

10

23

（木）

全
類
、
９
月

日

ま
で

26

（金）

い
ず
れ
も
長
岡
市

試
験
会
場

消
防
署

‐
１
１
５
５

問
合
せ

52

募
集
科
目

□
高
等
学
校
以
上
卒
業
者
対
象

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
（
２
年
間
）

工
業
デ
ザ
イ
ン
科
（
２
年
間
）

□
中
学
校
以
上
卒
業
者
対
象

生
産
シ
ス
テ
ム
科
（
２
年
間
）

対

象
（
一
般
選
考
）

高
等
学
校
、
中
学
校
を
卒
業
し
た

人
（
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

受
付
期
間
（
一
般
選
考
）

月

日

〜

月
６
日

10

16

（木）

11

（木）
月

日

試
験
日
（
一
般
選
考
）

11

19

（水）

※
一
般
選
考
の
ほ
か
に
推
薦
選
考
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

県
立
三
条
テ
ク

申
込
み
・
問
合
せ

ノ
ス
ク
ー
ル

０
２
５
６
‐
３
８

‐
８
５
２
０

▽
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
'03

越
後
丘
陵
公
園月

の
催
物

10

県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

生
徒
募
集

万
本
の
コ
ス
モ
ス
と
バ
ラ
、

50
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
演
出
し
ま
す
。

４
日

〜

日

と

き

（土）

26

（日）

ス
ー
パ
ー
ド
ッ

主
な
イ
ベ
ン
ト

グ
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
花

車
、
香
り
の
教
室
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ

ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
２
０
０
３
、

コ
ス
モ
ス
（
苗
ポ
ッ
ト
）
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
グ
リ
ー
ン
（
観
葉
植

物
）
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
５
日

・

日

▽
無
料
公
開
日

（日）

19

（日）

入
園
料
は
無
料
。
た
だ
し
駐
車

料
金
は
有
料

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

問
合
せ47

hrr.mlit.go.jp/echigo/

来
年
８
月
に
開
所
予
定
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
と
ち
の
園
」(

仮

称)

に
勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

９
月

日

ま
で

受
験
申
込
期
限

30

（火）

職
種
・
採
用
予
定
人
員

▽
事
務
職
員
・
若
干
人
▽
生
活
相

談
員
・
７
人
程
度
▽
機
能
訓
練
指

導
員
・
１
人
▽
看
護
職
員
・
８
人

程
度
▽
介
護
職
員
・

人
程
度

50

▽
昭
和

年
４
月
２
日

受
験
資
格

24

か
ら
昭
和

年
４
月
１
日
ま
で
に

59

生
ま
れ
た
人
▽
普
通
自
動
車
免
許

社
会
福
祉
法
人

太
陽
福
祉
会
職
員
募
集

や
職
種
に
必
要
な
資
格
・
免
許
な

ど
を

年
３
月
末
日
ま
で
に
取
得

16

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人
。

月
９
日

（
１
次
）

試
験
日

11

（日）

平
成

年
７
月
１
日

採
用
予
定
日

16

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
５
月
１
日
）

　
栃
尾
コ
ロ
ナ

申
込
み
・
問
合
せ

内
開
設
準
備
室

‐
５
８
２
１

52

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
秋
番
組

「
お
し
え
て
ジ
ー
ン
」

月

日

ま
で

と

き

11

30

（日）

大
人
二
百
円
、
小
・

観
覧
料

中
学
生
百
円
、
幼
児
無
料

☆
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ

エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
コ
ー
ス

月

日

時
〜

と

き

10

18

（土）
10

学
校
教
諭
、
青
少
年

対

象
育
成
団
体
な
ど
の
指
導
者

宇
宙
科
学
や
宇
宙
開

内

容
発
な
ど
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
指
導
者
の
た
め

の
講
習
会

☆
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ

キ
ッ
ズ
コ
ー
ス

月

日

時
〜

と

き

10

19

（日）
11

小
学
１
年
〜
４
年
生

対

象
と
保
護
者宇

宙
に
関
す
る
話
し
、

内

容
工
作
、
実
験
な
ど
を
通
し
て

親
子
で
宇
宙
科
学
や
宇
宙
開

発
に
親
し
む▽

３
日

時
〜

☆
各
種
教
室

（金）
19

｢

星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ｣(

要
予

約)

▽
４
日

時

分
〜｢
花

（土）
13

30

木
園
で
遊
ぼ
う｣

▽
５
日

　
（日）

13

時
〜
　

時
〜
　

時
〜｢

ト
キ

14

15

を
作
ろ
う｣

▽
７
日

〜

日

（火）

12

（日）

時
〜｢

　
天
体
望
遠
鏡
一
般

11

60

公
開｣

▽

日

〜

日

９
時

11

（土）

13

（祝）

分
〜｢

発
明
工
夫
・
模
型
展
覧

30会｣

▽

日

　

時
〜
　

時

12

（日）

13

14

〜
　

時
〜｢

折
り
た
た
め
る
地

15

球
儀
を
つ
く
ろ
う｣

、
９
時

分
30

〜｢

北
信
越
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大

会｣

▽

日

　

時
〜
　

時

19

（日）

13

15

〜｢

か
ら
く
り
の
世
界｣

、
８
時

〜｢

視
聴
覚
障
害
者
自
然
観
察

会｣(

要
予
約)

▽

日

時

26

（日）
13

30

分
〜｢

不
思
議
な
生
物
？
…
恐
竜

を
調
べ
よ
う｣

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
料
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
の
定
休
日

休
館
日

の
ほ
か
に

日

も
休
館
、

21

（火）

13

日

は
開
館
し

日

休
館

（祝）

14

（火）

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

問
合
せ
０
２
５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１

|||||| |||||(9) 広報とちお おしらせ版 15.9.18

月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

10

‐
８
０
０
１http://www.

第25回

守門マラソン大会
と き：10月５日(日)競技８時50分～ ところ：おりなす前スタート・ゴール

沿道から大きな声援を送ってください。 問合せ：総合体育館 52 5571-

越
後
や
ま
な
み
ラ
イ
ン
（
国
道
２

９
０
号
）
沿
線

市
町
村
の
魅
力
を

11

紹
介
し
ま
す
。月

日

時
〜

時

と

き

10

12

（日）
10

16

道
の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち
お

と
こ
ろ

▽
名
店
街
コ
ー
ナ
ー
…
沿

内

容
線
市
町
村
の
自
慢
の
特
産
品
・
食

・
地
酒
な
ど
▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
…
沿
線
住
民
の
芸
能
や
技
を
披

露
▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
や
ま

な
み
ラ
イ
ン
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
▽
も
の
作
り
を
楽
し
む

体
験
コ
ー
ナ
ー

商
工
観
光
課

‐
２
１

問
合
せ

52

５
１

越
後
・
Ｒ
２
９
０

街
道
ま
つ
り

１
区
画
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）

出
店
料

五
百
円
（
受
付
時
）

区
画

60

申
込
書
（
栃
尾

申
込
み
・
問
合
せ

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

ま
た
は
郵
送
、
メ
ー
ル
で
商
工

FAX観
光
課

‐
２
１
５
１

‐

52

FAX
52

３
９
９
０

http://www.city.
tochio.niigata.jp

shoukou
@city.tochio.niigata.jp

月
１
日
か
ら
、
建
設
現
場
で
働

10
く
人
た
ち
の
た
め
の
退
職
金
制
度

建
退
共
制
度
が

一
部
変
わ
り
ま
す

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
の
掛

金
が
変
わ
り
ま
す
。

建
設
業
を
営

加
入
で
き
る
事
業
主

む
人
な
ら
だ
れ
で
も

ほ
と
ん
ど
す

対
象
と
な
る
労
働
者

べ
て
の
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

日
額
三
百
十
円
（
改
正
前

掛

金
…
日
額
三
百
円
）

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

問
合
せ

本
部

０
３
‐
５
４
０
０
‐
４
３

１
６

月
４
日

、
　

時
〜

と

き

10

（土）

13

時

分
　

時

分
〜

時

分

15

10

15

30

17

40

長
岡
市
中
央
図
書
館

と
こ
ろ

「
不
登
校
の
真
実
」
ビ
デ

内

容
オ
映
画
上
映
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク

▽
大
人
…
五
百
円
▽
学
生

参
加
費

（
高
校
生
以
上
）
…
三
百
円

長
岡
・
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ

問
合
せ

ク
の
会
（
不
登
校
問
題
を
考
え
る

親
と
教
師
の
会
・
田
口
）

‐
36

１
９
８
８

独
立
開
業
や
新
分
野
進
出
を
目
指

す
人
た
ち
を
応
援
す
る
「
創
業
塾
」

を
開
催
し
ま
す
。

映
画
上
映
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク

不
登
校
の
真
実

創

業

塾

月
５
日

・

日

・

と

き

10

（日）

12

（日）

日

・

日

・

日

の
全

13

（祝）

19

（日）

26

（日）

５
回
、
い
ず
れ
も
９
時

分
〜

30

16

時

分
30

長
岡
市
新
産
管
理
セ
ン
タ

と
こ
ろ

ー
（
長
岡
市
新
産
２
‐
１
‐
４
）

（
先
着
順
）

定

員

40三
千
円

参
加
費

商
工
会
連
合
会

申
込
み
・
問
合
せ

上
・
中
越
支
所

０
２
５
７
‐
５

２
‐
７
１
８
１

あ
な
た
の
今
、
今
後
に
役
立
つ
能

力
開
発
の
情
報
の
提
供
や
ビ
ジ
ネ
ス

キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー

に
関
す
る
講
習
会
で
す
。
参
加
無
料
。

月

日

〜

日

、

と

き

10

22

（水）

24

（金）

い
ず
れ
も

時
〜

時

分

10

15

30

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

と
こ
ろ

（
長
岡
市
住
吉
３
‐
１
‐
１
）

人
（
先
着
順
）

定

員

30

雇
用
・
能
力
開

申
込
み
・
問
合
せ

発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

０
２
５
‐

２
４
０
‐
０
５
３
１

農
業
ま
つ
り
の
記
念
行
事
と
し
て
、
よ
り
良
い
農
産
物
の

栽
培
を
推
進
し
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
と
ち
お
産
野

菜
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
「
広
報
と
ち
お

お
し
ら
せ
版
」
８
月

日
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。
出
品
無
料
。

18

月

日

お
り
な
す

と

き

と
こ
ろ

10

26

（日）

▽
市
内
で
農
業
を
営
む
越
後
な
が
お
か
農
業
協

出
品
資
格

同
組
合
員
▽
市
内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜

▽
根
菜
類
…
だ
い
こ
ん
、
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う

出
品
野
菜

▽
葉
菜
類
…
キ
ャ
ベ
ツ
、
は
く
さ
い
、
ね
ぎ
▽
い
も
類
…

長
い
も
、
さ
と
い
も
、
ば
れ
い
し
ょ
、
さ
つ
ま
い
も

月

日

ま
で
に
農
協
各
支
店

申
込
方
法

10

10

（金）

Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
栃
尾
中
央
店

‐
３
６
３

問
合
せ

52

６
ま
た
は
農
林
課
農
業
振
興
係

‐
５
８
４
７

52

ミーティング
パーティ�

ムードあふれるジャズの調べと楽しい食事＆
酒で、運命の出会いをすてきに演出します。

11月29日(土)18時～21時と き
ホテルニューオータニ長岡ところ
圏域内在住25歳以上の独身男性50人対象者 ▽

20歳以上の独身女性50人▽

男性…8,000円参加費 ▽

女性…3,000円▽

10月１日(水)～11月７日(金)申込み・問合せ
までに任意の用紙に住所、氏名、年齢、性別、
電話番号、趣味、特技を明記し、返信用封筒
(住所、氏名を明記し90円切手を貼った定型
封筒)を同封のうえ、長岡地域広域行政組合
に郵送または持参(〒940-0084長岡市幸町２
‐１‐１ 37-6067)、ホームページ http://
www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

10月１日 12月１日▼

とちお産野菜コンクール

広報とちお おしらせ版 15.9.18 (8)|||||| |||||

文化センター

ギャラリーとちお
◆洋画展(一洋会) ◆秋の山野草展(とちお愛草会)

９／27(土)～10／10(金) 10／11(土)・12(日)
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